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静岡商工会議所報［シング］
家 康 公 が 育 て た 商 工 業 を 未 来 へ家家 康家家 公 が 育 て た 商 工 業 を 未

竹千代は、元信、元康、家康と名前が変わりました。
元服とは、髪を剃るなどしておとなの仲間入りをする儀式です。
十四歳の時のことです。

※家康公の生涯を1年間、表紙で紹介します。

たたら なおき 作／絵

　　

家康公四百年祭後の観光静岡
静岡市行政施策への要望
食品スーパーマーケット調査



静岡県中小企業再生支援協議会
〒420-0851　静岡市葵区黒金町20-8　静岡商工会議所会館3階
TEL 054-253-5118　FAX 054-253-7895

相談は無料！
秘密は厳守！

中小企業の再生経験豊かな専門
家8名が常駐し、いつでもあなた
の相談に応じます。

地域全体が
バックアップ！！

静岡県内の中小企業支援団体や
金融機関など、地域が一体となっ
て企業再生をバックアップします。

キャッシュフロー不足等、財務上の問題をはじめ様々な経営課題
を抱えているが、将来性の見通しと事業再生の意欲がある静岡県
内の中小企業を対象とします。

当協議会の活動実績
〔平成27年7月31日現在〕 ◆相談取扱案件 926社  ◆再生計画策定支援案件 395社

お問い合わせは

■各地商工会議所、商工会（商工調停士、経営指導員）
■政府系金融機関、銀行協会、信用金庫協会
■弁護士会、会計士協会、税理士会、中小企業診断士協会

具体的な経営課題の抽出

中小企業支援団体との連携による
対応策のアドバイス

中小企業支援団体

再生支援の流れ

経営相談（1次対応）1

中小企業診断士、弁護士、公認会計士、税理士
等の専門家による再生支援チームのサポート

再生計画の策定支援

再生計画の実行とフォローアップによる支援

再生支援（2次対応）2

支援対象企業

相談は無料！
秘密は厳守！

中小企業の再生経験豊かな専門
家8名が常駐し、いつでもあなた

■各

中
対

1
厳しい経営環境にある
中小企業の皆さまに、専門家集団が
前向きに再生を支援します！



駿府静岡
　と
　　私

【第42回】

德
川
宗
家
十十
八
代
当
主
・
静
岡
商
工
会
議
所
最
高
顧
問 

德
川
恒
孝

つ
ね

な
り

　

家
康
公
は
生
涯
に
六
回
、大
き
な

戦
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
一
は
、姉
川
の
戦
い
で
、織
田・
徳
川

連
合
軍
が
朝
倉
・
浅
井
連
合
軍
を
近

江
の
姉
川
で
散
々
に
破
っ
た
も
の
で

す
。家
康
公
二
十
九
歳
の
元
亀
元
年

（
一
五
七
○
）の
こ
と
で
す
。こ
の
年
、岡

崎
城
か
ら
浜
松
城
に
移
り
ま
し
た
。

　

二
は
、そ
の
二
年
後
の
元
亀
三
年（
一

五
七
二
）、三
河
に
侵
入
し
た
武
田
信

玄
と
三
方
ケ
原
で
戦
い
、完
敗
を
喫
し

て
い
ま
す
。鎧
袖
一
触
と
いっ
た
感
じ
で

す
。し
か
し
信
玄
は
そ
の
翌
年
亡
く

な
り
、新
た
な
る
強
敵
は
信
玄
の
嫡

子・勝
頼
と
な
り
ま
す
。家
康
公
三
十

一
歳
の
時
で
す
。

　

三
は
、さ
ら
に
三
年
後
の
天
正
三
年

（
一
五
七
五
）、長
篠・設
楽
原
の
戦
い
で

す
。家
康
公
三
十
四
歳
の
こ
の
戦
い

で
、織
田・徳
川
連
合
軍
は
信
玄
亡
き

あ
と
の
武
田
軍
を
大
破
し
ま
す
。

　

こ
の
あ
と
約
六
年
間
に
わ
た
り
家

長
の
次
男
）と
連
合
し
て
戦
っ
た
小

牧・長
久
手
の
戦
い
で
す
。こ
の
戦
い
は

八
ヵ
月
に
わ
た
る
両
軍
の
対
陣
で
、戦

闘
ら
し
い
も
の
は
一
回
だ
け
で
す
が
、

こ
れ
は
家
康
公
の
完
勝
で
し
た
。

　

し
か
し
、こ
の
間
の
謀
略
戦
は
秀
吉

の
ほ
う
が
二
枚
も
三
枚
も
上
手
で
、

サ
ッ
サ
と
信
雄
と
和
睦
し
て
し
ま
い
ま

す
。名
分
を
失
っ
た
家
康
公
は
軍
を

退
き
、度
重
な
る
要
請
を
受
け
て
秀

吉
の
指
揮
下
に
入
り
ま
し
た
。家
康

公
に
は
不
本
意
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
が
、一
端
そ
う
な
っ
た
か
ら
に
は
、今

度
は
秀
吉
が
死
ぬ
ま
で
、完
全
に
秀
吉

を
支
え
る
こ
と
を
崩
し
ま
せ
ん
。

　

天
正
十
四
年（
一
五
八
六
）、家
康
公

は
な
つ
か
し
い
駿
府
へ
移
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
天
正
十
八
年（
一
五
九
○
） 

小
田
原
攻
略
の
あ
と
、秀
吉
の
命
で
後

北
条
氏
の
旧
領
で
あ
る
関
八
州
に
移

封
と
な
り
ま
す
。家
康
公
四
十
九
歳

で
し
た
。

康
公
と
武
田
勝
頼
と
の
戦
い
は
続
き

ま
す
が
、天
正
十
年（
一
五
八
二
）三
月

に
つ
い
に
織
田・徳
川
連
合
軍
は
甲
斐

に
入
っ
て
勝
頼
を
破
り
、名
家
武
田
家

は
滅
亡
し
ま
す
。そ
の
結
果
、家
康
公

は
駿
河
一
国
を
領
地
に
加
え
、三
河
、

遠
州
、駿
河
三
国
の
領
主
と
な
り
ま

す
。

　

し
か
し
、そ
の
三
カ
月
後
に
本
能
寺

の
変
が
起
こ
り
、信
長
は
四
十
九
歳
で

亡
く
な
り
、二
十
年
間
続
い
た
織
田・

徳
川
連
合
は
終
わ
り
を
告
げ
ま
し

た
。家
康
公
四
十
一
歳
の
時
で
す
。

　

信
長
の
死
去
に
よ
り
旧
武
田
領
に

空
白
が
生
じ
、家
康
公
は
侵
入
し
て

き
た
後
北
条
氏
と
戦
い
、甲
斐
、信
濃

両
国
を
押
さ
え
ま
す
。こ
れ
で
五
カ

国
の
領
主
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

四
は
、本
能
寺
の
変
か
ら
二
年
後
の

天
正
十
二
年（
一
五
八
四
）家
康
公
四

十
三
歳
の
時
、天
下
人
た
ら
ん
と
し
て

い
た
秀
吉
を
相
手
に
、織
田
信
雄（
信

浜松城。家康公は元亀元年（1570）、岡崎城を長男・信康に譲り、浜松城に居を移し、29歳から45歳までの壮年期
の拠点とした。（写真提供：浜松観光コンベンションビューロー）

が
い
し
ゅ
う
い
っ
し
ょ
く

の
ぶ
か
つ



　
９
月
４
日
㈮
〜
６
日
㈰

浜
松
舘
山
寺
囲
碁
ま
つ
り

浜
松
市・時
わ
す
れ
開
華
亭

℡
０
５
３‐

５
８
４‐

０
０
２
８

（
日
本
棋
院
静
岡
県
浜
北
支
部
）

９
月
５
日
㈯ 

14
時
〜

連
続
講
座「
静
岡×

徳
川
時
代
」④

富
士
山
と
白
隠

静
岡
市・グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
９
Ｆ

℡
０
５
４‐

２
８
９‐

９
０
０
０

（
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
）

９
月
５
日
㈯
〜
27
日
㈰

第
２
回
さ
き
が
け
企
画
展

「
武
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
徳
川
家
康
」

静
岡
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

℡
０
５
４‐

２
２
１‐

１
０
８
５

（
静
岡
市
歴
史
文
化
課
）

９
月
５
日
㈯・６
日
㈰

第
28
回
東
海
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

見
附
宿
大
会

磐
田
市・ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田
ほ
か

℡
０
５
３
８‐

３
２‐

５
７
８
４

（
実
行
委
員
会
）

９
月
６
日
㈰

東
海
道
五
十
三
次
③
街
道
を
行
く

藤
枝
市・岡
部
宿
〜
上
青
島

℡
０
５
４‐

２
６
０‐

７
９
０
２

（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ツ
ア
ー
ズ
）

９
月
６
日
㈰ 

13
時
〜

葵・け
い
き
劇
団「
家
康
が
見
た
夢

一
富
士
二
鷹
三
お
な
ご
」

静
岡
市
民
文
化
会
館

℡
０
５
４‐

２
４
５‐

０
７
８
０

（
葵・け
い
き
劇
団
）

９
月
12
日
㈯ 

13
時
〜

京
都
島
原
司
太
夫・葵
太
夫

IN

静
岡W

ith

清
水
芸
妓
衆

静
岡
市・久
能
山
東
照
宮
ほ
か

℡
０
５
４‐

３
３
４‐

４
４
５
７

（
実
行
委
員
会
）

９
月
12
日
㈯ 

14
時
〜

三
河
時
代
の
家
康
を
考
え
る
④

家
康
の
東
三
河
攻
略

岡
崎
市・岡
崎
市
福
祉
会
館・大
ホ
ー
ル

℡
０
５
６
４‐

２
８‐

５
０
０
２

（
岡
崎
市
美
術
博
物
館
）

９
月
13
日
㈰ 
10
時
30
分
〜

第
３
回
家
康
公
検
定

静
岡
市・静
岡
商
工
会
議
所
、

浜
松
市・静
岡
大
学
浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス
、

岡
崎
市・愛
知
産
業
大
学

℡
０
５
６
４‐

２
３‐

６
６
２
７

（
岡
崎
市
観
光
課
）申
込
は
終
了

９
月
13
日
㈰ 

14
時
〜

河
田
克
博
氏
講
演
会

「
城
の
日
本
史・駿
府
城
」

静
岡
市・江
崎
ホ
ー
ル

℡
０
５
４‐

２
４
８‐

２
７
８
０

（
駿
府
城
顕
彰
実
行
委
員
会
）

９
月
15
日
㈫
〜
10
月
12
日
㈪

特
別
展「
徳
川
家
康
公
と
小
山
」

小
山
市・小
山
市
立
博
物
館

℡
０
２
８
５‐

２
２‐

９
３
４
７

（
小
山
市
企
画
政
策
課
）

９
月
17
日
㈭ 

８
時
〜
13
時

路
線
バ
ス
で
行
く
家
康
公
の

墓
参
り・御
利
益
イ
ベ
ン
ト

静
岡
市・Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
北
口

℡
０
５
４‐

２
４
８‐

１
５
３
９

（
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
）

９
月
17
日
㈭ 

８
時
50
分
〜
16
時

専
用
バ
ス
で
行
く
家
康
公
の

墓
参
り・御
利
益
ツ
ア
ー

静
岡
市・Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
南
口

℡
０
５
４‐

２
６
０‐

７
９
０
２

（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ツ
ア
ー
ズ
）

９
月
17
日
㈭
〜
24
日
㈭

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
レ・ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」

静
岡
市・マ
リ
ナ
ー
ト・大
ホ
ー
ル

℡
０
５
４‐

２
６
１‐

７
０
１
１

（
テ
レ
ビ
静
岡・事
業
部
）

９
月
19
日
㈯
〜
21
日
㈪

第
56
回
全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
静
岡
大
会

静
岡
市
民
文
化
会
館
ほ
か

℡
０
５
４‐

２
２
１‐

１
２
４
９

（
静
岡
市
緑
地
政
策
課
）

９
月
19
日
㈯
〜
11
月
３
日
㈫

世
に
も
稀
な
２
６
０
年
家
康
様
、未

来
の
文
化
は
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
！

書
道
家・紫
舟
展

静
岡
市・駿
府
博
物
館

℡
０
５
４‐

２
８
４‐

３
２
１
６

（
駿
府
博
物
館
）

９
月
19
日
㈯ 
15
時
20
分
〜

朝
鮮
通
信
使
再
現
行
列

静
岡
市・駿
府
城
公
園
ほ
か

℡
０
５
４‐

２
２
１‐

１
２
３
４

（
家
康
公
四
百
年
祭
事
業
推
進
本
部
）

９
月
20
日
㈰

ツ
ア
ー「
家
康
公
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

静
岡
浅
間
神
社
と
駿
府
の
ま
ち
歩
き
」

静
岡
市・静
岡
浅
間
神
社
ほ
か

℡
０
５
４‐

２
７
２‐

０
５
２
５

（
㈱
そ
ふ
と
研
究
室
）

９
月
21
日
㈪ 

14
時
〜

朝
鮮
通
信
使・文
化
交
流
公
演

家
康
公
四
百
年
祭
イ
ベ
ン
ト

※詳細は静岡商工会議所ホームページをご覧ください。

家康公四百年祭のメインイベント！家康公が築いた天下泰平を「学ぶ」「遊ぶ」「感じる」「味わ
う」の4つのテーマで紹介する一大イベントを駿府城公園内ほかで開催します。

「謎解き家康御殿」…さまざまなクイズに答え関門をクリアしながら徳川時代を学べます。
「駿府手習所」…学問を大切にした家康公に倣い、さまざまな手習（ワークショップ）を実施します。

「家康公文武館」…静岡発祥のスポーツチャンバラや剣道、弓道などを通じて武術の達人だった家康公気分を体験できます。
「リアル宝探し」…地図に書かれた謎を解き、駿府城公園を中心とした静岡市内に隠された宝を探しだすゲームです。

「デジタル演出スペクタクル」…ウルトラテクノロジスト集団「チームラボ」による最先端技術を駆使したデジタル演出スペクタクルを開催します。
「駿府夢舞台」…家康公を演じた9人のビックタレントによるトークショーなど多彩なステージプログラムを展開します。

「東海道じまん市」や「天下泰平まつり×B-1 グランプリ」
など、会場にはおいしいものもたくさんあります。 問合せ先：静岡市家康公四百年祭事業推進本部  TEL：054-221-1234

平
成
27
年
９
月

静
岡
市
民
文
化
会
館・中
ホ
ー
ル

℡
０
５
４‐

２
２
１‐

１
２
３
４

（
家
康
公
四
百
年
祭
事
業
推
進
本
部
）

９
月
22
日
㈫・23
日
㈬

ド
ラ
マ
ダ
ン
ス
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｕ
Ｐ
！
静
岡
独
立
宣
言

家
康
再
起
動
」

静
岡
市
民
文
化
会
館

℡
０
５
４‐

２
５
１‐

３
７
５
１

（
静
岡
市
民
文
化
会
館
）

９
月
22
日
㈫・23
日
㈬

グ
レ
ー
ト
家
康
公「
葵
」武
将
隊

特
別
公
演

岡
崎
市・せ
き
れ
い
ホ
ー
ル

℡
０
５
６
４‐

２
３‐

６
６
２
７

（
実
行
委
員
会
）

９
月
25
日
㈮ 

14
時
30
分
〜
16
時

家
康
公
に
学
ぶ
！
平
和
外
交
・
国

際
交
流
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

静
岡
市
民
文
化
会
館

℡
０
５
４‐

２
８
４‐

９
６
６
０

（
徳
川
み
ら
い
学
会
）

９
月
26
日
㈯ 

13
時
30
分
〜

「
家
康
公
に
捧
げ
る
歌
」

「
一
枚
の
写
真
か
ら
」コ
ン
サ
ー
ト

静
岡
市・し
ず
ぎ
ん
ホ
ー
ル

℡
０
８
０‐

５
１
６
７‐

３
４
０
１

（
実
行
委
員
会
）

９
月
27
日
㈰

東
海
道
五
十
三
次
④
街
道
を
行
く

藤
枝
市・上
青
島
〜
島
田
市・金
谷
宿

℡
０
５
４‐

２
６
０‐

７
９
０
２

（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ツ
ア
ー
ズ
）

９
月
27
日
㈰

家
康
公
四
百
年
祭「
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
」稲
刈
り
イ
ベ
ン
ト

岡
崎
市・道
の
駅
藤
川
宿
西

℡
０
５
６
４‐
２
３‐

６
３
８
４

（
岡
崎
市
観
光
課
）

秋のシンボルイベント
日時：9月18日（金）～27日（日）午前10時～午後8時

※9月18日（金）は前夜祭のみ

学

遊

感

味

学　ぶ

遊　ぶ

感じる

味わう



徳川慶喜公屋敷跡

〒420-0852 静岡県静岡市葵区紺屋町11-1

ご予約・お問い合わせ

tel.054-252-0131

※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、
　新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

平成27年9月1日発行 第66号（毎月1日発行）
　

・マル経資金説明相談会(静・清)

　

・夏の芸妓踊り鑑賞会(千年成)

・安倍川駅 新駅舎及び東西自由通路完成式(JR安倍川駅)

・ビジネス会計検定試験

・税務相談会(静)　・夏の芸妓踊り鑑賞会(翠峰)

・第3回家康公検定(静)

・許認可・著作権相談会(静)

　

　

　　

　

　

　

　

　

　

・第30回太田町ふるさと夜店市(太田町商店会)

・2015駿府秋のわくわく祭 商工祈願祭(静岡浅間神社)

・デザイン相談会(静岡市クリエーター支援センター)　
・中部横断自動車道経済懇談会総会 記念講演会(アピオ甲府)
・移動常議員会(山梨県甲府市)

・法律相談会(清)　・徳川みらい学会視察会(関ヶ原古戦場他)
・創業・起業相談会(静)　・カラーコーディネーター検定試験申込受付(～10/16)
・I loveしずおか協議会 秋のおまちクリーンキャンペーン(葵区中心市街地)

・法律相談会(静)　・3級簿記講習会(～11/5 静)
・静岡経営塾(～12/3 清)

・福祉住環境コーディネーター検定試験申込受付(～10/9 )
・夏の芸妓踊り鑑賞会(井筒屋)
・IT・情報化相談会(静・清)　・マル経資金説明相談会(静・清)
・創業相談会(清)　・静岡モノづくり改革技術研究会 記念講演会(清)

・デザイン相談会(静岡市クリエーター支援センター)　・税務相談会(清)
・融資相談会(静)　・魅力ある清水を創る会視察会(新江ノ島水族館他)
・ミュージカル「レ・ミゼラブル」静岡公演(～9/24 マリナート)

・マル経資金説明相談会(静・清)　・許認可・著作権相談会(清)
・健康相談(静)　・司法書士相談会(静)　・融資相談会(清)

・第56回全日本花いっぱい静岡大会(～9/21 駿府城公園他)
・朝鮮通信使行列再現(駿府城公園他)　・七間町青空市(七間町名店街)

・簿記検定試験申込受付(～10/13)　・セミナー「消費増税に負けない集客術を学ぶ」(ホテルクエスト清水)
・第96回「産学官交流」講演会・交流会(清)　・駿府天下泰平まつり(～9/27 駿府城公園他)
・I loveしずおか協議会 「おまちで使えるクーポン券(仮称)」利用開始(～10/12葵区中心市街地)

・税務相談会(静)
・家康公に学ぶ！平和外交・国際交流を考えるシンポジウム(静岡市民文化会館)

・朝鮮通信使 文化交流公演(静岡市民文化会館)
・家康公四百年祭記念プレミアム付商品券の追加販売(駿府城公園内)

・IT・情報化相談会(清)　・家康公四百年祭 献茶式(久能山東照宮)
・法律相談会(静)　・ビジネス実務法務検定試験申込受付(～10/23)

・リテールマーケティング検定試験　・駿府城を愛する会視察会(江戸城本丸地区他)
・創業ステップアップ講座(～11/14 清)　・鷹の市＆駿府市(鷹匠１丁目・駿府町商店街)
・清水エスパルスVSサンフレッチェ広島(アイスタ)

・発明・特許相談会(静)　・マイナンバー制度実務対応セミナー(静)
・環境社会<eco>検定試験申込受付(～10/30)

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

【 セミナー・イベント カレンダー 】

今年度の表紙は、家康公の生涯を、たたらなおきさん
が描きます。
雪斎が亡くなる直前、弘治元年（1555）３月、14歳に
なった竹千代は元服し、次郎三郎元信と名乗ることに
なりました。元信の“元”の字は今川義元の“元”の字を
拝領したもので、これを偏諱を賜るといいました。今川
家臣団で義元から偏諱を与えられているものは重臣に
かぎられており、家康公も将来の重臣待遇を約束され
ていました。元服の年次は弘治２年とする史料も多く、
確かなことは不明。加冠は今川義元自らがつとめ、理
髪の役は関口義広で、義元から大小刀を与えられてい
ます。「浅間惣社御由緒書」によると、元服の場所は浅
間神社と記されています。
弘治３年（1557）正月15日、家康公は関口義広の娘
と結婚。義広の妻は義元の妹なので、家康公は義元の
姪を妻に迎えたのです。
たたらなおきさんは静岡市生まれの造形作家。
静岡市葵区千代田５丁目7-25-10
TEL054-245-0049

静岡商工会議所  最高顧問  德川恒孝氏

特集：観光・飲食部会
家康公四百年祭後の観光静岡
出 席：観光客と街をむすぶ仕組みづくり

歴史文化の再発見とインバウンド
食を通じて家康公の文化を発信
歴史文化のまちづくりの始まり

久保田隆さん
酒井公夫さん
藤田尚徳さん
中島一彦さん

五ヵ国の領主として駿府へ

平成27年度 食品スーパーマーケット調査結果

平成28年度 静岡市行政施策への要望

東京からこんにちは
日本軽金属ホールディングス㈱
代表取締役会長
石山　喬さん

しごとなでしこ
稲葉　悠さん
静岡の未来
村松　淳さん

しずおか味な店
Ginza 澄海

わが社自慢の商品・サービス
会議用仕出し弁当、
静岡の女性経営者たち、他

オーレ！エスパルス！
犬飼智也選手
ホテルビスタ清水

家康公四百年祭
９月イベント、駿府天下泰平まつり

誌上経営相談
マイナンバー制度への対応

写真で見る静岡商工会議所の動き
６月～７月の商工会議所事業

表紙／竹千代物語⑥元信と名前改め元服し



こ
を
通
っ
て
駿
府
城
へ
行
く
の
か
、そ
の
ル
ー

ト
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。呉
服
町
通

り
、七
間
町
通
り
と
駿
府
城
公
園
と
の
間
に

は
人
通
り
が
途
絶
え
る
地
区
が
あ
り
、「
歩

い
て
い
て
楽
し
く
な
い
」と
い
う
声
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
つ
の
案
と
し
て
、中
心
市
街
地
と
駿

府
城
公
園
と
の
距
離
が
近
い
新
静
岡
セ
ノ
バ

か
ら
、外
堀
に
沿
っ
て
進
み
、城
代
橋
を
渡
っ

て
、歴
史
文
化
施
設
の
建
設
候
補
地
と
な
っ

て
い
る
旧
青
葉
小
学
校
跡
地
へ
む
か
う
ル
ー

ト
を
、歩
い
て
楽
し
い
道
に
整
備
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

歴
史
文
化
施
設
は
、そ
の
役
割
の
ひ
と
つ

と
し
て「
中
心
市
街
地
の
活
性
化
」を
掲
げ

て
お
り
、ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
来
訪
者

に
中
心
市
街
地
の
情
報
を
案
内
し
、駿
府
城

公
園
や
旧
駿
府
城
下
町
へ
の
回
遊
を
高
め
る

こ
と
で
、中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、歴
史
文
化
施
設
か
ら
東
御
門
を
経

由
し
て
駿
府
城
公
園
を
回
遊
し
た
観
光
客

が
、坤
櫓
か
ら
浅
間
通
り
へ
と
円
滑
に
歩
け

る
よ
う
な
整
備
も
必
要
と
感
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、静
岡
市
民
に
は
、静
岡
浅
間
神

社
へ
の
思
い
が
強
い
人
が
多
い
で
す
。そ
の
建

造
物
の
多
く
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、国
宝
の
指
定
を
目
指
す
こ
と

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

観光・飲食部会　部会長
㈱浮月　代表取締役社長

久保田 隆さん

観
光
客
と
街
を
結
ぶ
仕
組
み
づ
く
り

　

２
０
１
５
年
２
月
議
会
に
報
告
さ
れ
た

「
静
岡
市
第
３
次
総
合
計
画　

前
期
実
施

計
画
」で
は
、「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ひ
と
つ

と
し
て「
歴
史
都
市
〜
悠
久
の
歴
史
を
誇
り

と
し
て
活
か
し
た
風
格
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
〜
」が
掲
げ
ら
れ
、主
要
事
業
の
説
明

と
し
て「
静
岡
浅
間
神
社
な
ど
と
の
回
遊
性

の
向
上
を
図
り
つ
つ
、駿
府
城『
桜
の
名
所
』

づ
く
り
や
、歴
史
文
化
施
設
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、駿
府
城
天
守
閣
の
再
建
を
目

指
し
、『
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
方
式
』等
市

民
の
協
力
を
得
な
が
ら
天
守
台
の
整
備
を

推
進
し
ま
す｣

と
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。

　

静
岡
市
が
、駿
府
城
公
園
に
、桜
の
名
所
、

歴
史
文
化
施
設
、天
守
台
を
整
備
す
る
方
向

で
動
き
出
す
な
か
、観
光
と
商
店
街
を
結
び

つ
け
、駿
府
城
公
園
を
訪
れ
た
観
光
客
に
、街

に
お
カ
ネ
を
落
と
し
て
い
た
だ
く
仕
組
み
を

ど
う
作
る
か
が
、「
家
康
公
四
百
年
祭
」の
次

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
浮
き
あ
が
っ

て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、静
岡
駅
に
降
り
た
観
光
客
が
、ど

家康公
四百年祭後の
観光静岡

観光・飲食部会特集



酒
井
公
夫
さ
ん

静
岡
商
工
会
議
所　

副
会
頭

公
益
財
団
法
人  
静
岡
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会  

理
事
長

Ｉ 

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

し
ず
お
か
協
議
会  

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
特
別
部
会  

部
会
長

　

２
０
１
３
年
か
ら
全
国
商
工
会
議
所
観
光

振
興
大
会
の
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
観
光
振
興
大
会
の
テ
ー
マ
は『
歴
史・

文
化
資
源
の「
再
発
見
」と「
学
び
」に
よ
る

観
光
振
興
』。そ
の
土
地
の
歴
史
を
勉
強
し
、

ゆ
か
り
の
あ
る
も
の
を
見
て
、ゆ
か
り
の
あ
る

食
べ
物
を
食
す
こ
と
が
、観
光
振
興
に
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
は
実
感
と
し
て
感
じ
て
い
ま

す
。大
会
で
は
静
岡
の
様
々
な
魅
力
を
発
信

し
よ
う
と
、エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
訪
れ
る
観

光
地
の
詳
し
い
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
観
光
静
岡
が
最
初
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、市
民
や
観
光
業

で
働
く
人
た
ち
の
意
識
で
す
。お
客
様
を
迎

え
る
時
の
飲
食
店・ホ
テ
ル
や
タ
ク
シ
ー
の
対

応
に
貪
欲
さ
が
足
り
ま
せ
ん
。

静
岡
の
い
い
も
の
を

知
っ
て
も
ら
お
う

観
光
客
は
静
岡
の
何
に

興
味
が
あ
る
か

点
を
線
に
す
る
の
は
行
政
の
力

歴
史
文
化
の
再
発
見
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

家康公四百年祭後の観光静岡観光・飲食部会特集

　

街
で
す
れ
違
っ
た
観
光
客
に「
お
魚
が
お

い
し
い
お
店
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」と
聞
か
れ

て
、「
私
だ
っ
た
ら
、こ
こ
で
す
よ
」と
何
人
が

言
う
で
し
ょ
う
か
。生
桜
え
び
が
獲
れ
た
時

に「
生
桜
え
び
、あ
り
ま
す
」と
店
の
外
に
掲

げ
て
い
る
店
は
あ
り
ま
せ
ん
。も
し
、表
示
が

ず
ら
り
と
掲
げ
て
あ
れ
ば
、「
静
岡
の
名
物

は
桜
え
び
」だ
と
気
が
つい
て
、お
店
に
入
って

み
よ
う
、と
な
り
ま
す
。

　

金
沢
が「
香
箱
蟹
」を
千
円
で
、そ
の
よ
う

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
の
を
見
て
、静
岡
と
の
取
り

組
み
の
ち
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。売
り
込
む

意
識
を
育
て
て
い
く
に
は
、数
軒
の
店
が
取

り
組
ん
で
成
功
例
に
な
って
、ま
わ
り
に
広
げ

て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。静
岡
は
豊
か
と

い
う
時
代
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
ょ
う
。

　

お
城
ブ
ー
ム
、歴
史
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、家

康
公
の
遺
産
を
見
て
、納
得
し
て
い
く
観
光

は
大
い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。駿
府
城
公
園

に
は
、天
守
閣
は
な
く
て
も
、堀
や
石
垣
を
見

て
感
激
し
た
人
が
い
ま
す
。

　

福
岡
城
趾
の
よ
う
に
、観
光
客
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
渡
し
て
、天
守
閣
が
あ
っ
た
当
時
の
鮮

　

日
本
平
山
頂
、日
の
出
、三
保
松
原
の
整

備
が
進
む
な
か
で
、回
遊
性
を
拡
大
す
る
た

め
に
、川
勝
知
事
が
提
案
す
る
日
本
平
か
ら

清
水
へ
降
り
る
２・４
㎞
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
整

備
す
る
こ
と
は
い
い
こ
と
で
す
。

　

た
だ
、民
間
が
単
独
で
行
う
事
業
性
は
な

い
の
で
、行
政
と
民
間
が
役
割
を
分
担
す
る

仕
組
み
、事
業
を
継
続
し
て
い
く
ス
キ
ー
ム

を
作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

観
光
の
基
本
は
、点
を
線
に
し
て
、線
を

面
に
す
る
こ
と
。そ
う
な
る
と
、個
々
の
民
間

が
力
を
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
こ
に

行
政
の
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

外
国
人
観
光
客
へ
の
対
応

　

富
士
山
静
岡
空
港
も
、静
岡
の
ホ
テ
ル

も
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
が
増
え
て
い
ま

す
。外
国
人
観
光
客
が
増
え
て
い
る
の
は
、羽

田・成
田
空
港
へ
の
乗
り
入
れ
枠
が
取
れ
な
い

明
な
画
像
を
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
見
せ
て
、

解
説
を
加
え
る「
バ
ー
チ
ャ
ル
時
空
散
歩
」の

よ
う
な
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

牧
之
原
の
大
茶
園
を
見
て
感
激
し
た
人

が
い
ま
す
。静
岡
の
観
光
地
は
こ
こ
だ
と
決

め
つ
け
な
い
で
、観
光
客
が
静
岡
の
何
に
興
味

を
も
つ
か
を
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
で
調

べ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
も
、ど
の
国
の
人
が
何
に

興
味
が
あ
る
か
を
調
べ
て
、う
ま
く
ス
ト
ー

リ
ー
を
つ
く
っ
て
誘
導
し
て
あ
げ
な
い
と
、満

足
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

か
ら
で
、静
岡
を
評
価
し
て
く
れ
た
か
ら
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
６
月
、市
、商
工
会
議
所
、観
光
コ
ン

べ
ン
シ
ョン
協
会
、Ｉ 

Ｌｏｖｅ 

し
ず
お
か
協
議

会
等
が「
オ
ー
ル
静
岡
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
推

進
会
議
」を
設
立
し
、役
割
分
担
し
な
が
ら

取
り
組
む
態
勢
が
で
き
ま
し
た
。

　

外
国
人
観
光
客
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
は
不
可
欠

で
す
。通
り
を
歩
く
観
光
客
が
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を

使
い
や
す
い
よ
う
に
、ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を

店
先
や
自
動
販
売
機
に
設
置
す
る
ス
ト
リ
ー

ト
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
整
備
が
必
要
で
す
。外
国
人

観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
備
す
る
こ

と
は
、日
本
の
お
客
様
に
も
良
い
こ
と
で
す
。

　
ツ
ア
ー
最
終
日
、静
岡
空
港
か
ら
出
国
す

る
お
客
様
が
前
日
の
夜
、静
岡
に
来
て
、最
後

の
夜
を
過
ご
し
ま
す
。食
事
を
し
て
、買
物

に
行
こ
う
と
し
て
も
、ド
ン・キ
ホ
ー
テ
し
か

開
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

セ
ノ
バ
も
免
税
販
売
を
始
め
ま
す
が
、セ

ノ
バ
、松
坂
屋
、伊
勢
丹
等
の
当
番
制
で
夜
間

営
業
を
行
い
、ホ
テ
ル
で
お
客
様
に
告
知
し

て
も
ら
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。夜
間

の
両
替
、外
国
語
に
対
応
し
、静
岡
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Wi-Ｆｉに接続する外国人観光客
（清水港）



　

当
社
の
社
名
は
、徳
川
家
康
公
が
愛
で
た

「 

一 

富
士
、二
鷹
、三
な
す
び
」か
ら
名
付
け

ま
し
た
の
で
、「
家
康
公
四
百
年
祭
」に
は
積

極
的
に
係
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
商
標
登
録「 

一 

富
士
二
鷹
三
な
す
び

弁
当
」（
１
５
８
０
円
）を
開
発
し
ま
し
た
。い

ま
ま
で
の
弁
当
よ
り
も
地
元
色
を
強
く
加

え
て
、駿
河
の
特
産
品（
し
ら
す
、桜
海
老
、

た
け
の
こ
、山
葵
、枝
豆
、茄
子
、お
茶
）な
ど

を
活
用
し
て
、「 

一 

富
士
二
鷹
三
な
す
び
」

を
表
現
し
、味
も
姿
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け

る
弁
当
で
す
。

一
富
士
二
鷹
三
な
す
び
弁
当

　

２
０
０
２
年
か
ら
、県
外
か
ら
の
お
客
様

を
増
や
す
た
め
、関
東・甲
信・中
京
の
旅
行

代
理
店
を
年
２
〜
３
回
、訪
問
し
た
り
、旅

行
代
理
店
様
専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
て
、タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
10
年
前
か
ら
は
、世
界
文
化
遺
産

旅
行
商
品「
東
海
道
中 

葵
物
語
」

　

静
岡
市
の
料
理
屋
さ
ん
の
コ
ー
ス
タ
ー
に

「
葵
の
御
紋
」を
入
れ
た
ら
ど
う
か
、と
提

案
し
て
い
ま
す
。静
岡
は
、み
ん
な
で
同
じ
こ

と
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、小
さ
い
こ

と
か
ら
、み
ん
な
で 

一 

緒
に
や
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　

静
岡
に
来
た
ら
、「
葵
の
御
紋
」の
コ
ー
ス

タ
ー
が
当
た
り
前
と
い
う
文
化
を
つ
く
り
た

い
で
す
。そ
う
す
れ
ば「
な
ぜ
葵
の
御
紋
な

の
？
」と
聞
か
れ
た
ら
、「
駿
府
に
は
、家
康
公

が
住
ん
で
い
た
か
ら
だ
よ
」と
話
が
展
開
し

て
い
く
で
し
ょ
う
。今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
の

で
、静
岡
商
工
会
議
所
が
音
頭
を
と
っ
て
進

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
「
葵
の
御
紋
」を
も
っ
と
積
極
的
に
使
い
た

い
で
す
。静
岡
市
を「
葵
の
御
紋
」で
いっ
ぱ
い

に
し
て
も
、そ
れ
ほ
ど
眼
に
触
れ
る
こ
と
は

な
い
の
で
、マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
か
ら
印
刷
物
、

ビ
ー
ル
缶
ま
で
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
は
全

部「
葵
の
御
紋
」を
入
れ
て
、家
康
公
の
ム
ー

ド
を
盛
り
上
げ
て
、静
岡
の
街
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
で
す
ね
。

静
岡
の
街
を
葵
の
御
紋
づ
く
し
に

　

東
京
で
3
年
間
仕
事
を
し
て
静
岡
へ
戻

り
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
を
、も
っ
と
魅
力
的

に
感
じ
さ
せ
る
に
は
、ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を

考
え
て
い
て
、気
に
な
っ
た
の
は「
お
茶
」。

　

静
岡
で
は
普
通
に
飲
ま
れ
て
い
る
焼
酎
の

緑
茶
割「
静
岡
割
り
」に
つい
て
、当
社
で
は
、

静
岡
と
清
水
が
合
併
し
た
２
０
０
３
年
か

ら
、静
岡
の
本
山
茶
と
清
水
の
両
河
内
茶
を

用
意
し
て
、ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
召
し
上
が
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
、「
選
茶
割
り
」と
名

づ
け
ま
し
た
。

　
「
選
茶
割
り
」で
は
、Ｊ
Ａ
静
岡
市
さ
ん
か

な
す
び
オ
リ
ジ
ナ
ル「
選
茶
割
り
」

一
富
士
二
鷹
三
な
す
び

懐
石
プ
ラ
ン

　

茄
子
の
花
無
庵
で
は
、「 

一 

富
士
二
鷹
三

な
す
び
懐
石
プ
ラ
ン
」（
６
０
０
０
円
）を
提

案
し
て
い
ま
す
。い
ま
ま
で
の「
駿
河
郷
土
料

理
会
席
」に
手
を
加
え
て
、接
待
の
時
に
商

談
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
、お
祝
い
の
席
で

使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、コ
ー
ス
料
理
の

な
か
に「 

一 

富
士
二
鷹
三
な
す
び
」を
散
り

ば
め
て
い
ま
す
。

　

富
士
は
、富
士
山
の
盃
で
食
前
酒
を
飲
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。鷹
は
、鷹
の
形
で
、野
菜

食
を
通
じ
て
家
康
公
の
文
化
を
発
信

選茶割り

藤
田
尚
徳
さ
ん

株
式
会
社　

な
す
び　

専
務
取
締
役

ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
フ
ィ
ル
タ
ー
イ
ン
ボ
ト

ル
に
煎
茶
と
水
を
入
れ
て 

一 

晩
置
い
て
水
出

し
煎
茶
を
作
り
、花
の
舞
酒
造
さ
ん
の
お
茶

に
合
う
米
焼
酎「
富
士
鷹
」で
割
っ
た
も
の
を

提
供
。そ
の
都
度
、焼
酎
で
割
る
手
間
を
省

い
て
、ビ
ー
ル
の
よ
う
に
注
ぎ
つ
、注
が
れ
つ
し

て
楽
し
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。宴
会
場
に

は
、こ
の
ボ
ト
ル
が
ず
ら
り
と
並
び
ま
す
。

の
あ
し
ら
え
を
作
り
、お
造
り
の
横
に
添
え

ま
す
。そ
し
て
茄
子
の
料
理
を
出
し
ま
す
。

料
理
を
出
し
な
が
ら「 

一 

富
士
二
鷹
三
な
す

び
で
縁
起
が
い
い
の
で
す
よ
」と
い
う
説
明
を

し
て
、食
事
を
楽
し
む
こ
と
に
加
え
て「
縁

起
が
いい
」

と
い
う
付

加
価
値

を
楽
し
ん

で
い
た
だ

き
、食
を

通
じ
て
、

家
康
公
の

文
化
を

発
信
し
て

い
ま
す
。

に
登
録
さ
れ
た
三
保
松
原
や
日
本
平
を
訪

れ
、当
社
の
な
す
び
総
本
店
で
食
事
を
す
る

だ
け
で
な
く
、普
段
で
き
な
い
体
験
と
し
て
、

落
合
偉
洲
宮
司
の
ご
協
力
に
よ
る「
国
宝・

久
能
山
東
照
宮
の
特
別
参
拝
」を
加
え
た

旅
行
商
品「
東
海
道
中　

葵
物
語
」を
提
案

し
て
お
り
、特
に
中
京
方
面
の
旅
行
代
理
店

に
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

一 富士二鷹三なすび懐石プラン



中
島 

一 

彦
さ
ん

静
岡
市
観
光
交
流
文
化
局

家
康
公
四
百
年
祭
事
業
推
進
本
部　

本
部
長

　

９
月
18
日
〜
27
日
に
駿
府
城
公
園
で
開

催
す
る「
駿
府
天
下
泰
平
ま
つ
り
」の
本
格

的
な
準
備
を
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ

た
っ
て
、何
の
た
め
に
や
る
の
か
を
再
度
議
論

し
、四
百
年
祭
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
は
勿

論
、そ
の
あ
と
の
静
岡
の
ま
ち
づ
く
り
に
、ど

う
貢
献
で
き
る
か
に
照
準
を
合
わ
せ
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

４
０
０
＋　

想
い
を
そ
の
先
へ

市
民
の
記
憶
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
に

　

静
岡
市
民
に
は
、歴
史
文
化
を
身
近
に
感

じ
て
は
い
る
が
、自
慢
す
る
も
の
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。こ
の

ギ
ャッ
プ
を
な
く
す
こ
と
が
、歴
史
文
化
の
ま

ち
づ
く
り
の
キ
ー
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ま
つ
り
で
は
、ま
ず
は
市
民
に
む

か
っ
て「
静
岡
い
い
じ
ゃ
ん
！
」と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
し
て
、市
民
の
マ
イ
ン
ド
が「
静

岡
い
い
か
も
し
れ
な
い…

」に
変
わ
っ
て
い
く

こ
と
を
狙
って
い
ま
す
。

　

静
岡
の
歴
史
文
化
を
自
慢
す
る
ス
ピ
ー

カ
ー
が
増
え
る
と
、お
の
ず
と
観
光
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
が
増
え
て
い
き
ま
す
。今
回
の
ま
つ
り

は
、そ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
で
す
。

　

家
康
公
の
素
晴
ら
し
さ
、家
康
公
が
残
し

て
く
れ
た
街
に
暮
ら
す
幸
せ
を 

一 

度
に
見
せ

る
手
段
と
し
て
イ
ベン
ト
は
有
効
で
す
。２
０

０
７
年
の
大
御
所
家
康
公
駿
府
城
入
城
四

百
年
祭
は
、残
念
な
が
ら
市
民
の
記
憶
に
残

　

静
岡
市
は
第
３
次
総
合
計
画
で「
歴
史

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
す
こ
と
を
打

ち
出
し
、市
長
は
マ
ニ
フェス
ト
の
中
で「
ま
ち

は
劇
場
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、歴
史・文
化・芸
術
の
持
つ
力
を
経

済
力
に
つ
な
げ
る「
創
造
都
市
」の
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
庁
は
本
年
７
月
、２
０
２
０
年
の
東

京
五
輪
に
む
け
た
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発

表
。来
年
の
リ
オ
五
輪
閉
幕
後
、４
年
間
に

わ
た
っ
て「
文
化
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
全
国

津
々
浦
々
で
実
施
し
、「
文
化
芸
術
立
国
」を

実
現
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
全
体
が
文
化
芸
術
で
盛
り
上
が
る

な
か
で
、静
岡
も
、静
岡
の
存
在
感
を
示
せ
る

文
化
芸
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
、内
外
に
発

信
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
駿
府
天
下

泰
平
ま
つ
り
」は
、こ
の
文
化
芸
術
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
第
１
弾
と
し
て
も
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

東
京
五
輪
に
む
け
た

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

世
界
で
は
、市
民
を
都
市
の
主
役
に
お
い

た
ま
ち
づ
く
り
が
主
流
に
な
って
い
ま
す
。長

期
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
基
づ
き
、歴

史
や
芸
術
を
軸
に
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
こ
と
で
、市
民
自
身
が
ま
ち
を
楽

静
岡
を
ど
う
売
り
出
す
か

歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
の
始
ま
り

家康公四百年祭後の観光静岡観光・飲食部会特集

　
「
４
０
０
＋　

想
い
を
そ
の
先
へ
」と
い
う
コ

ピ
ー
に
は
、こ
の
ま
つ
り
は
、４
０
０
年
の
積
み

重
ね
の
上
に
、新
た
な〝
ま
ち
づ
く
り
〞を
重

ね
て
い
く
ス
タ
ー
ト
だ
！
と
い
う
想
い
を
込
め

て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、天
守
跡
で
、４
０
０
＋
の
想
い
を

表
現
す
る
、チ
ー
ム
ラ
ボ
の
巨
大
で
美
し
い
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョン「
浮
遊
す
る
光
の
天
守
」を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
が
来
年
度
か
ら
始
ま
る
天
守
台
の
発

掘
調
査
へ
の
期
待
に
つ
な
が
り
、さ
ら
に
歴
史

文
化
施
設
の
建
設
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。こ
の
ま
つ
り
が
、駿
府
城
公
園
と
周

辺
を
核
と
し
た
、歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

の
キ
ッ
ク
オ
フ
に
な
れ
ば
と
願
って
い
ま
す
。

し
み
、ま
ち
が
好
き
に
な
り
、ま
ち
を
自
慢

し
た
く
な
る
気
分
、シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
育

み
ま
す
。

　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、ア
イ
ア
ム
と
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
を
掛
け
た「
ア
イ・ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
」

と
い
う
都
市
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
進
め
る
た
め

に
、ま
ず
市
民
の
ア
イ
コ
ン
と
な
る
ユ
ニ
ー
ク

な
彫
刻
を
作
り
ま
し
た
。こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、市
民
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
写
真
集
を
出
す

な
ど
し
て
、シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
高
め
、結

果
、人
を
呼
び
こ
む
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
い
ま
、静
岡・清
水
の
市
街
地
で
は
、色
々

な
面
白
い
こ
と
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。面
白
い

こ
と
を
仕
掛
け
る
人
と
人
が
つ
な
が
れ
ば
、

市
街
地
は
活
性
化
し
、市
民
が
心
地
よ
く
ま

ち
を
歩
き
、楽
し
め
る
場
が
広
が
り
ま
す
。

市
民
が
ま
ち
を
楽
し
む
光
景
は
、ま
ち
の
最

大
の
魅
力
で
す
。そ
う
な
れ
ば
静
岡
は
世
界

中
か
ら
人
の
集
ま
る
ま
ち
に
な
る
で
し
ょ

う
。２
０
２
０
年
を
に
ら
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
は
重

要
で
す
。今
回
の
ま
つ
り
は
、こ
れ
ら
を
始
め

て
い
く 

一 

つ
の
き
っ
か
け
だ
と
思
って
い
ま
す
。

　

浜
松
は「
音
楽
の
ま
ち
」と
し
て
ユ
ネ
ス
コ

創
造
都
市
に
加
わ
り
ま

し
た
。静
岡
も
市
民
が
共

有
で
き
る
ス
ト
ー
リ
ー

で
、市
民
が
参
画
す
る
都

市
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
仕
掛

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。「
こ
れ
が
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
。」と
い
う
覚
悟
が
必

要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。今
回
は
、家
路
に
つ

く
人
が「
よ
か
っ
た
。」と
言
っ
て
く
れ
る
、記

憶
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
よ
う
と
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。



後
藤
会
頭
が
田
辺
市
長
へ

行
政
要
望
書
を
提
出

　

静
岡
商
工
会
議
所
は
、平
成
28
年
度
の
静

岡
市
行
政
施
策
へ
の
要
望
23
項
目
を
取
り
ま

と
め
、８
月
19
日
に
静
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中

島
屋
で
開
催
し
た「
行
政
連
絡
会
」で
、後
藤

康
雄
会
頭
が
田
辺
信
宏
静
岡
市
長
に
要
望
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
要
望
は
、当
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
ま
し
て
、中
小
企
業
の
経
営
支
援
を

強
化
し
、ま
た
都
市
の
魅
力
向
上
や
賑
わ
い
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、当
商
工

会
議
所
の
第
２
次
中
期
行
動
計
画
の
テ
ー
マ

に
基
づ
き
、取
り
ま
と
め
し
ま
し
た
。

　

要
望
内
容
は
次
の
通
り
。な
お
、要
望
書
の

全
文
は
静
岡
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
地
域
産
業
の
活
性
化
と

地
域
中
小
企
業
の
支
援
】

１
．中
小
企
業
及
び
創
業
者
の
支
援
体
制
の

強
化

⑴
静
岡
市
清
水
産
業・情
報
プ
ラ
ザ
、静

岡
市
産
学
交
流
セ
ン
タ
ー
、Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

し
ず
お
か
、静
岡
市
ク
リ
エ
ー
タ
ー
支

援
セ
ン
タ
ー
が
連
携
を
強
化
し
、中
小

企
業
や
創
業
者
の
支
援
体
制
を
強
化

す
る
こ
と

⑵
前
項
の
体
制
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
事
業
運

営・財
政
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、静

岡
市
清
水
産
業・情
報
プ
ラ
ザ
と
静
岡

市
産
学
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

を
平
成
30
年
度
か
ら
一
元
化
す
る
よ

う
検
討
を
進
め
る
こ
と

２
．企
業
誘
致
対
策・留
置
対
策
の
促
進

⑴「
工
場
等
の
建
設
に
対
す
る
助
成
制

度
」の
補
助
対
象
業
種
の
拡
大
や
、補

助
要
件
の
新
規
雇
用
者
数
の
要
件
緩

和
、活
用
実
績
の
な
い
固
定
資
産
税

等
の
助
成
制
度
の
実
用
化
に
向
け
た

見
直
し
等
の
制
度
改
正
や
規
制
緩
和

を
行
い
、静
岡
市
への
企
業
立
地・企
業

誘
致
を
促
進
す
る
こ
と

⑵
市
内
企
業（
特
に
製
造
業
）の
市
外
流

出
を
防
止
す
る
対
策
を
講
じ
る
こ
と

３
．静
岡
市
へ
の
移
住・定
住
の
促
進
新
規

⑴
静
岡
市
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、市

外
か
ら
の
移
住
者
の
負
担
や
リ
ス
ク

を
軽
減
す
る
総
合
的
な
支
援
制
度
の

創
設
を
検
討
す
る
こ
と

⑵
市
外
か
ら
の
移
住
者
を
雇
い
入
れ
た

事
業
所
へ
の
助
成
金
な
ど
、事
業
所
向

け
支
援
制
度
の
創
設
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、静
岡
市
及
び
関
連
団
体
等

に
お
い
て
も
移
住
者
を
積
極
的
に
採

用
す
る
こ
と

⑶
移
住
者
向
け
の
住
居
や
雇
用
等
の
情

報
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、静
岡
市

移
住
支
援
セ
ン
タ
ー
を
有
効
に
活
用

し
、静
岡
市
へ
の
移
住
を
促
進
す
る
こ

と
⑷
地
域
企
業
の
魅
力
発
信
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
導
入
支
援
に
よ
り
、地
元
就
職

や
Ｕ・Ｉ・Ｊ
タ
ー
ン
就
職
を
促
進
す
る

こ
と

⑸
首
都
圏
の
未
婚
者
と
地
元
未
婚
者
を

引
き
合
わ
せ
る
婚
活
支
援
事
業
の
実

施
に
よ
り
、移
住・定
住
人
口
の
増
加

を
促
進
す
る
こ
と

４
．女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
促
進

⑴
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
促

進
す
る
た
め
、「
静
岡
市
女
性
の
活
躍

応
援
事
業
所
表
彰
」受
賞
事
業
所
な

ど
、ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
組
み

に
積
極
的
な
事
業
所
を
支
援
す
る
制

度
の
創
設
を
検
討
す
る
こ
と

⑵
女
性
起
業
家
や
経
営
者
を
応
援
す
る

低
利
の
融
資
制
度
の
創
設
を
検
討
す

る
こ
と
。な
お
、同
制
度
は
産
前
産
後

期
間
に
は
優
遇
し
た
利
子
補
給
を
行

う
な
ど
、働
く
女
性
に
配
慮
し
た
制

度
と
す
る
こ
と

⑶
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、様
々
な

就
業
形
態
に
応
じ
た
保
育
や
小
児
科

医
療
の
充
実
を
図
る
こ
と

５
．小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金（
マ
ル
経

資
金
）融
資
制
度
の
利
子
補
給
の
実
施

６
．駿
河
湾
地
域
循
環
型
社
会
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
促
進

７
．事
業
所
税
の
全
額
減
免

８
．理
工
系
大
学・学
部
の
新
設・誘
致
の
推
進

９
．大
谷・小
鹿
地
区
の
整
備
促
進

10
．新
東
名
高
速
道
路
周
辺
地
域
の
利
活
用

の
推
進

11
．地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
確
立
と
地
元

企
業
の
省
エ
ネ
対
策
へ
の
支
援
拡
充

　　【
地
域
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

ま
ち
づ
く
り
支
援
】

平
成
28
年
度 

静
岡
市
行
政
施
策
へ
の
要
望

企
業
づ
く
り
に
関
す
る
項
目

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
項
目

★
は
重
点
項
目

★★

★

★



平成28年度 静岡市行政施策への要望

12
．海
洋
文
化
拠
点
構
想
の
推
進
及
び

地
震・津
波
対
策
の
促
進

⑴
清
水
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
賑
わ
い
創

出
や
核
と
な
る
施
設
の
整
備
、回
遊
性

の
向
上
の
た
め
、当
会
議
所
が
今
年
度

設
置
し
た「
海
洋
文
化
拠
点
づ
く
り

推
進
特
別
委
員
会
」と
連
携
し
て
、海

洋
文
化
拠
点
構
想
を
推
進
す
る
こ
と

⑵
清
水
港
の
地
震・津
波
対
策
を
早
期
に

促
進
す
る
こ
と
。ま
た
防
潮
堤・避
難

施
設
設
置
計
画
に
お
い
て
は
、美
観
や

賑
わ
い
創
出
、港
湾
利
用
に
配
慮
し
た

計
画
と
す
る
よ
う
関
係
機
関
等
と
の

調
整・連
携
を
図
る
こ
と

13
．折
戸
湾
の
再
生
及
び
周
辺
地
域
の
利
活

用
の
推
進
新
規

⑴
静
岡
市
及
び
地
域
経
済
界
と
連
携
し

て
、折
戸
湾
の
利
活
用
計
画
策
定
に

早
期
に
着
手
す
る
よ
う
、静
岡
県
に

働
き
か
け
る
こ
と
。な
お
、計
画
は
地

域
の
歴
史・文
化
を
前
提
と
し
、後
世

に
誇
れ
る
地
域
づ
く
り
を
念
頭
に
置

い
た
も
の
と
す
る
こ
と

⑵
前
項
の
計
画
策
定
と
と
も
に
、景
観
を

含
む
地
域
の
良
好
な
環
境
づ
く
り
の

た
め
、「
木
材
係
留
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト

貯
木
杭
」の
撤
去
、湾
底
堆
積
物
の
処

理
を
速
や
か
に
実
施
す
る
よ
う
、静

岡
県
に
働
き
か
け
る
こ
と

14
．中
心
市
街
地
の
回
遊
性
向
上
と
来
街
者

の
利
便
性
向
上
、安
全
確
保
に
向
け
た

整
備
の
促
進

⑴
江
川
町
交
差
点
は
、静
岡
日
生
ビ
ル
と

電
ビ
ル
間
の
横
断
歩
道
を
増
設
し
、歩

行
者
の
更
な
る
移
動
性・回
遊
性
の
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
。ま
た
、中
町
交
差
点
に
つ
い
て

も
、平
面
横
断
化
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と

⑵
安
全
快
適
な
自
転
車
利
用
を
推
進
す

る
た
め
、中
心
市
街
地
の
自
転
車
走
行

空
間
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と

⑶
中
心
市
街
地
の
都
市
景
観
や
安
全
性

に
配
慮
し
た
新
た
な
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
の

整
備
、利
用
率
が
高
ま
る
よ
う
な
既

存
駐
輪
場
の
改
善
、自
転
車
の
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
の
周
知
徹
底
を
行
う
こ
と

15
．中
部
横
断
自
動
車
道
の
早
期
実
現
及
び

開
通
後
の
利
活
用
の
推
進

16
．基
幹
道
路
等
の
整
備
と
交
通
渋
滞・

混
雑
の
緩
和
促
進

17
．Ｊ
Ｒ
東
静
岡
駅
周
辺
整
備
の
促
進

18
．Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
、清
水
駅
周
辺
整
備
の
促
進

【
観
光・文
化
の
振
興
と

社
会
教
育
の
充
実
】

19
．ポ
ス
ト
家
康
公
四
百
年
祭
事
業
の
推
進

新
規

⑴
当
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し

て
い
る「
徳
川
み
ら
い
学
会
」や「
徳
川

家
臣
団
大
会
」の
ほ
か
、朝
鮮
通
信
使

関
連
事
業
な
ど
の「
家
康
公
が
愛
し

た
ま
ち
静
岡
」を
推
進
す
る
事
業
を

当
会
議
所
と
連
携
し
て
継
続
す
る
こ

と
⑵
前
項
を
所
管
す
る
専
門
の
部
署
を
設

置
す
る
こ
と

⑶
静
岡
マ
ラ
ソ
ン
開
催
経
費
の
補
助
を
継

続
す
る
こ
と

20
．駿
府
城
公
園
エ
リ
ア
の
歴
史
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
推
進

⑴
歴
史
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、名
称
を

「
徳
川
記
念
館
」と
し
、徳
川
時
代
の

知
恵
や
歴
史
的
意
義
の
発
信
を
目
的

と
す
る「
徳
川
み
ら
い
学
会
」の
運
営

形
態
を
検
討
す
る
こ
と

⑵
駿
府
城
天
守
閣
の
再
建
に
向
け
た
天

守
台・本
丸
跡
の
調
査
を
開
始
す
る
こ

と
。ま
た
、市
民
の
協
力
が
得
ら
れ
る

よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し
、単
年
度

の
財
政
負
担
が
少
な
く
、整
備
過
程

を
観
光
資
源
と
し
て
活
か
し
な
が
ら

公
開
し
て
長
期
的
に
建
設
を
行
う
方

式（
例
．サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
）を
参

考
と
し
て
整
備
手
法
を
検
討
し
、駿

府
城
公
園
の
天
守
台・天
守
閣
の
整
備

を
促
進
す
る
こ
と

⑶
歴
史
文
化
施
設
や
駿
府
城
公
園
を
含

む
周
辺
エ
リ
ア
全
体
の
歴
史
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

21
．観
光
誘
客
の
促
進

⑴
久
能
山
東
照
宮
や
浅
間
神
社
、駿
府

城
公
園
な
ど
の
歴
史
資
産
や
、聖
一
国

師
の
功
績
等
も
活
用
し
、当
市
が「
家

康
公
と
お
茶
の
ま
ち
」で
あ
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
具
体
的
な
取
組
み
を

推
進
す
る
こ
と

⑵
東
海
道
の
宿
場
跡
が
静
岡
市
内
に
は

６
宿
、静
岡
県
内
に
は
22
宿
あ
る
た

め
、そ
れ
ら
と
連
携
し
た
街
道
観
光

を
一
層
推
進
す
る
こ
と

⑶
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
推
進
の
た
め
、地

域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
ル
ー
ト・モ

デ
ル
コ
ー
ス
の
設
定
、多
言
語
対
応
の

強
化・改
善（
マッ
プ・ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク・案

内
標
識・観
光
案
内
所
等
）、公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
整
備
、受
入
体
制
の

充
実
な
ど
、官
民
連
携
に
よ
り
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と

⑷「
あ
な
た
の
残
し
た
い
建
物
コ
ン
テ
ス
ト

１
位
」と
な
っ
た
次
郎
長
生
家
の
保
存

を
図
る
た
め
、建
物
を
静
岡
市
が
所

有
し
、清
水
地
区
の
観
光
資
源
と
し

て
活
用
す
る
こ
と

⑸
観
光
客
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
の
貸
出
施
設
の
増
設
、乗

り
捨
て
で
き
る
よ
う
な
一
元
管
理
な

ど
、レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利
用
向
上
を

図
る
こ
と

⑹「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」を
活
用
し
、

静
岡
市
の
豊
富
な
地
域
資
源
を
寄
附

者
へ
の
返
礼
品
と
す
る
こ
と
で
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、当
市
の
魅
力
発
信

を
強
化
す
る
こ
と

22
．三
保
松
原
周
辺
地
域
の
整
備
促
進

23
．有
度
山
周
辺
エ
リ
ア
及
び
日
本
平
山
頂

部
の
早
期
整
備
促
進

★

★

★★



　　

同
協
議
会
総
会
を
開
催
し
、平
成
27
年
度

事
業
計
画･

収

支
予
算
な
ど
、

全
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し

た
。総
会
終
了

後
、高
橋
節
郎

副
会
長
が「
静

岡
経
済
の
課

題
」
を
テ
ー
マ

に
記
念
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

静
岡
市
内
の
消
費
喚
起
を
図
る『
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
』の
販
売・使
用
が
始
ま
り
ま
し

た
。20
％
の
プ
レ

ミ
ア
ム
が
付
い

た
こ
の
商
品
券

は
、小
売・飲
食・

サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
市
内
登
録
店

舗
で
利
用
で
き

ま
す
。（
８
／
14

現
在
の
登
録
数

３
，７
７
３
店
）

　

首
都
圏
在
住
大
学
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
と

市
内
企
業
の
優
秀
な
人
材
確
保
の
支
援
の
た

め
、東
京
駅
前
ビ
ル
に
て
就
職
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

地
元
企
業
へ

の
就
職
を
検

討
す
る
多
く

の
学
生
が
集

ま
り
、企
業

の
採
用
担
当

者
の
説
明
に

耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

産
学
官
で
清
水
港
周
辺
の
活
性
化
を
検
討

す
る
同
委
員
会
を
開
催
し
、江
尻
、日
の
出
地

区
か
ら
三
保
真

崎
地
区
ま
で
の

回
遊
性
向
上
に

つ
い
て
討
議
し
、

に
ぎ
わ
い
を
創
出

す
る
核
施
設
の

構
想
を
今
後
掲

げ
て
い
く
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

入
会
１
年
未
満
の
会
員
を
対
象
に
商
工
会

議
所
の
利
用
法
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、い
く

つ
か
の
経
営
支
援
策
に
つい
て
紹
介
し
ま
し
た
。

交
流
会
で
は

名
刺
交
換
、各

社
60
秒
の
事

業
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

も
設
け
、今
後

の
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
が
る
よ
う

情
報
交
換
、親

睦
を
深
め
ま

し
た
。

　　

今
年
は
台
風
の
影
響
に
よ
り
２
日
後
の
７

月
18
日（
土
）に
延
期
開
催
さ
れ
、亡
き
人
を

偲
び
、家
内
安
全・交
通
安
全・無
病
息
災
の
願

い
を
込
め
ら
れ
た
約
３
，０
０
０
個
の
灯
ろ
う

が
流
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、巴
川
手
筒
花
火
の

会
に
よ
る
稚
児
橋
手
筒
花
火
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　　

徳
川
家
康
公
顕
彰
四
百
年
記
念
事
業
推

進
委
員
会
で
は
、静
岡
県
限
定
で
発
売
し
た

「
静
岡
麦
酒
」の

売
上
の
一
部
１
３

２
万
７
，６
８
０

円
を
サ
ッ
ポ
ロ
ビ

ー
ル
㈱
よ
り
寄

付
い
た
だ
き
ま

し
た
。
同
社
の

「
静
岡
が
好
き

だ
か
ら
宣
言
」

お
よ
び「
静
岡

県
と
の
包
括
提

携
協
定
」に
基
づ

き
行
わ
れ

た
も
の
で
、

同
委
員
会

で
は
今
後

の
記
念
事

業
に
役
立

て
て
い
き

ま
す
。

写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

静
岡
国
際
貿
易
経
済
協
議
会

総
会

｢

家
康
公
四
百
年
祭
記
念
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券｣

販
売・使
用
開
始

・販売されたプレミアム付商品券と参加店ガイドブック

・清水区を中心とした事業所や東海大学海洋
学部、行政が参加しました。

・首都圏在住学生４０数名、市内企業２０社が参加
　しました。

・交流会で活発な情報交換を行う参加者・地域の方々の願いが込められた灯ろう

・４０名が参加した総会で挨拶をする神谷会長

・川端浩之静岡統括支社長から後藤康雄会頭
に寄付金の贈呈を受けました。

清
水
巴
川
灯
ろ
う
ま
つ
り

7/18

〈
家
康
公
四
百
年
祭
〉

静
岡
麦
酒
売
上
一
部
寄
付
贈
呈
式

7/27

7/1

海
洋
文
化
拠
点
づ
く
り
推
進

特
別
委
員
会
を
初
開
催

7/17

就
職
支
援
事
業
in
東
京

「
交
流
会
型
企
業
説
明
会
」

新
入
会
員
の
集
い
27
．７

7/17

会 議 所 T O P I C S

6/30

7/11

ば
く
　

し
ゅ



誌 上

経営
相　談

平
成
28
年
か
ら
税
や
社
会
保
障
の
申
告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す
る
際
に
は
利
用
目
的
を
明
示
し
、本
人
確
認
。

平
成
28
年
１
月
か
ら
運
用
が
始
ま
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
対
し

て
、企
業
で
は
ど
の
よ
う
な
準
備
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？　

回
答

POINTマ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
対
応静

岡
市
役
所  

行
政
管
理
課  

行
政
管
理
係

（
電
話
：
０
５
４ ‐ 

２
２
１ ‐ 

１
０
０
４
）

全
て
の
企
業
で
対
応
が
必
要

情
報
収
集
と
体
制
づ
く
り
が
急
務

従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
得
時

の
注
意
点

　

社
会
保
障・税
番
号
制
度（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
）の
開
始
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、全
て
の
国
民
が
12
桁
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）を
持
ち
、社
会
保

障
、税
、災
害
対
策
の
分
野
で
利
用
す
る
こ
と

で
、行
政
を
効
率
化
し
、国
民
の
利
便
性
を
高

め
、公
平・公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
平
成
27
年
10
月
以
降
、住
民
票
の

住
所
宛
て
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
、平

成
28
年
１
月
か
ら
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用

が
順
次
開
始
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、各
企

業
で
も
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

企
業
で
は
従
業
員
の
健
康
保
険
や
厚
生
年

金
等
の
加
入
手
続
、給
与
の
源
泉
徴
収
票
の

作
成
を
行
って
い
ま
す
が
、平
成
28
年
１
月
以

降
は
こ
れ
ら
の
税
や
社
会
保
障
の
申
告
書
等

に
、従
業
員
や
扶
養
親
族
等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
載
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、申
告
書
等
の
提
出
時
期
ま
で

に
、パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
も
含
め
た
全
従
業

員
等
のマ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
書
等
への
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
開
始

時
期
は
、制
度
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、事

前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。ま
た
、帳
票

等
の
様
式
が
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、注
意
が
必
要
で
す
。

①
利
用
目
的
の
明
示

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す
る
際
は
、「
源
泉

徴
収
票
作
成
の
た
め
」や「
健
康
保
険
の
届
出

の
た
め
」な
ど
、利
用
目
的
を
特
定
し
て
明
示

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
複
数
の
目
的
を

ま
と
め
て
明
示
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
）

②
厳
格
な
本
人
確
認

　

番
号
を
確
認
す
る
だ
け
で
は
、他
人
に
よ

る
な
り
す
ま
し
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
正
し
い
こ
と
の
確
認（
番
号
の
確

認
）に
加
え
、従
業
員
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
正
し

い
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
の
確
認（
身
元
の
確

認
）が
必
要
で
す
。通
知
カ
ー
ド
で
番
号
の
確

認
を
、運
転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
で

身
元
の
確
認
を
行
い
ま
す
。（
雇
用
関
係
に
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
本
人
に
相
違
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
判
断
で
き
る
場
合
は
、本
人
確
認

書
類
の
提
示
は
不
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
は
、法
律
で
利
用
、提
供
及

び
収
集
に
関
す
る
制
限
が
あ
り
、慎
重
な
取

扱
い
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、適
切
な

安
全
管
理
措
置
の
た
め
に
組
織
全
体
で
の
対

応
が
必
要
で
す
。事
前
の
情
報
収
集
と
体
制

づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
情
報
収
集

　

内
閣
官
房
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
解
説

や
関
係
機
関
への
リ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。

http://w
w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/ban

goseido/

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
０
５
７
０‐

２
０‐

０
１
７
８
）

で
は
平
日
９
時
30
分
〜
17
時
30
分
、お
問
い

合
わ
せ
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
で

は
、民
間
企
業
向
け
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
扱

い
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.ppc.go.jp/legal/policy/

②
体
制
づ
く
り

　

社
内
で
の
主
担
当
な
ど
の
組
織
体
制
を
決

定
し
た
上
で
、対
象
と
な
る
業
務
を
洗
い
出

し
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
開
始
ま
で
に
、い
つ

ま
で
に
何
を
行
う
か
を
検
討
し
、方
針
を
組

織
と
し
て
決
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

詳
細
は
、特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



　

経
営
上
の
問
題
点
に
対
す
る
対
応
策

は「
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
」が
８
６
．７
％
で
、

前
年
度
と
同
じ
く
第
１
位
と
な
っ
た
。

そ
の
具
体
的
内
容
と
し
て
は﹇
鮮
度
チ
ェッ

ク
の
徹
底
﹈、﹇
惣
菜
部
門
の
強
化
﹈、﹇
ポ
イ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
﹈な
ど
の
取
り
組
み

が
挙
げ
ら
れ
た
。こ
れ
ら
以
外
に
は
、ポ
イ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
変
更
、産
地
表
示
の

徹
底
、公
共
料
金
の
支
払
い
受
付
、イ
ベ
ン

ト
の
強
化
等
と
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

以
下「
経
費
削
減
の
推
進
」８
１
．３
％

（
前
年
度
７
５
．７
％
）、

「
仕
入
調
達
の
見
直

し
」５
４
．７
％（
同
４

７
．１
％
）、「
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の

充
実・構
成
比
の
引
き

上
げ
」５
０
．７
％（
同

５
０
．０
％
）の
順
と
な

っ
た
。　
（
表
２-

①・②
）

平
成
27
年
度
年
度 

食
品
ス

食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
結
果

ケ
ッ
ト
調
査
結
果

平
成
27
年
度 

食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
結
果

　

現
在
、表
面
化
し
て
い
る
経
営
上
の
問

題
は「
価
格
競
争
の
激
化
」が
４
６
．７
％
で

最
も
多
く
、平
成
13
年
度
か
ら
15
年
連
続

し
て
第
１
位
と
な
っ
て
い
る
。次
い
で「
人

件
費
の
増
加
」が
４
５
．３
％
で
前
年
度
の

第
４
位
か
ら
第
２
位
に
上
昇
、「
仕
入
コ
ス

ト
の
上
昇
」も
４
４
．０
％
と
前
年
度
の
第

９
位
か
ら
第
３
位
に
大
き
く
ラ
ン
キ
ン
グ

を
上
げ
て
お
り
、収
益・採
算
性
を
圧
迫

静
岡
市
内
の
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
現
況
把
握
の
た
め
、前
年
度
の
調
査
内
容

を
一
部
見
直
し
、実
態
調
査
を
実
施
し
た
。

〔
協
力
：
静
岡
大
型
店・ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
連
絡
会
〕

◇
調
査
時
期　

平
成
27
年
７
月

◇
調
査
対
象　

静
岡
市
内
に
店
舗
を
お
く

　

食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

１
０
３
店

　
〔※

売
場
面
積
２
５
０
㎡
以
上
の
店
舗
〕

◇
調
査
方
法　

郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

◇
回
答
店
舗　

75
店（
回
答
率
７
２
．８
％
）

表面化している経営上の問題 （上位3つまで・複数回答）

割合(％)

86.7

81.3

54.7

50.7

対応策の内容

サービスの見直し

経費削減の推進

仕入調達の見直し
プライベートブランド商品の充実・
構成比の引き上げ

経営上の問題点に対する対応策 (複数回答)

順位 割合(％)

１

２

3

4

4

66.7

44.0

24.0

12.0

12.0

対応策の内容

鮮度チェックの徹底

惣菜部門の強化

ポイントサービスの導入

支払方法の多様化

ネットスーパーへの取り組み

サービス見直しの具体的内容 (複数回答)

順　位
平成27年度 平成26年度
１
２
３
４
５
6
6
8
9
10

１
4
9
3
5
2
6
7
7
9

46.7
45.3
44.0
34.7
28.0
26.7
26.7
14.7
10.7
9.3

問題の内容 割合(％)

価格競争の激化
人件費の増加
仕入コストの上昇
他業種（コンビニ、ドラッグストア、ホームセンター等）との競合
店舗の老朽化
近隣への同業店の進出
消費者ニーズの変化
顧客の他地域への流出
客単価の低下・低迷
駐車場の確保難

順　位
平成27年度 平成26年度

１

2

3

4

1

2

4

3

30.7

10.7

他社との価格比較の徹底

その他の対応策

５

6

5

6

経
営
上
の
問
題
は「
価
格
競
争
の
激
化
」が
15 
年
連
続
で
ト
ッ
プ
！

　

経
営
上
の
問
題
点

　

に
対
す
る
対
応
策

　

表
面
化
し
て
い
る

　

経
営
上
の
問
題

（表1）

（表2-①）（表2-②）

す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。

　

以
下
「
他
業
種（
コ
ン
ビ
ニ
、ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
）と
の
競
合
」

３
４
．７
％
、「
店
舗
の
老
朽
化
」２
８
．０
％

の
順
と
な
って
い
る
。　　
　
　
　
（
表
１
）



　

昨
年
４
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に

よ
る
売
上
高
へ
の
影
響（
４
〜
６
月
期
の
対

前
年
比
）に
つ
い
て
は「
特
に
な
い（
変
わ
ら

な
い
）」４
１
．７
％
、「
減
少
」３
１
．９
％
、

「
増
加
」２
６
．４
％
で
あ
っ
た
。減
少
と

回
答
し
た
店
の
平
均
減
少
率
は
６
．１
％
、

増
加
と
回
答
し
た
店
の
平
均
増
加
率
は

５
．１
％
で
あ
っ
た
。　　
　　
（
表
５-

①
）

防災・減災対策への取り組み (複数回答)

順位

１

２

3

４

5

6

7

割合(％)

８９．２

６４．９

４５．９

３１．１

２５．７

２１．６

１３．５

取り組みの内容

防災訓練の実施

被災時対応マニュアルの作成

避難誘導案内の設置

避難施設の設置、避難場所の確保

ＢＣＰ（事業継続計画）の策定

建物の耐震化（強化）

飲食料品の備蓄

売上高への影響

割合(％)売上高
の増減

減　少

増　加

増税への対応策 (複数回答)

割合(％)

３８．７

３２．０

２４．０

２４．０

２２．７

１６．０

５．３

対応策の内容

新商品・サービスの提供

人件費以外の経費削減

価格の値下げ

ＰＢ商品の構成比増

人件費の削減

ポイント付与の増加

その他

来店客数への影響

割合(％) 平均増減
率(％)

平均増減
率(％)

来店客数
の増減

減　少

増　加

特にない
（変わらない）

特にない
（変わらない）

31.9

41.7

26.4

28.2

56.3

15.5

6.1

―

5.1

3.7

―

1.4

高齢者・福祉対策への取り組み (複数回答)

順位

１

２

3

４

5

6

7

割合(％)

７０．３

６４．９

５８．１

３６．５

２５．７

２１．６

２０．３

取り組みの内容

高齢者・障がい者専用駐車場の設置

車イスの設置、通路の確保

高齢者・障がい者専用トイレの設置

呼び出し用ブザー等の取付

宅配サービス

入口の工夫（スロープ等の設置）

高齢者・障がい者への割引・特典の付与

　

高
齢
者・福
祉
対
策
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は「
高
齢
者・障
が
い
者
専
用

駐
車
場
の
設
置
」が
７
０
．３
％
で
最
も
多

く
、以
下「
車
イ
ス
の
設
置
、通
路
の
確

保
」６
４
．９
％
、「
高
齢
者・障
が
い
者
専
用

ト
イ
レ
の
設
置
」５
８
．１
％
、「
呼
び
出
し

用
ブ
ザ
ー
等
の

取
付
」３
６
．５
％
、

「
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」

２
５
．７
％
の
順
と

な
って
い
る
。（
表
３
）

　

防
災・減
災
対
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は「
防
災
訓
練
の
実
施
」が
８
９
．２
％
と

最
も
多
く
、以
下「
被
災
時
対
応
マ
ニュ
ア

ル
の
作
成
」６
４
．９
％
、「
避
難
誘
導
案
内

の
設
置
」４
５
．９
％
、「
避
難
施
設
の
設
置
、

避
難
場
所
の
確
保
」３
１
．１
％
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

　

な
お
、「
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）の

策
定
」が
２
５
．７
％（
前
年
度
３
０
．０
％
）

と
な
って
お
り
、依
然
取
り
組
み
が
遅
れ
て

い
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
表
４
）

　

高
齢
者
・
福
祉
対
策

　

へ
の
取
り
組
み

　

防
災
・
減
災
対
策

　

へ
の
取
り
組
み

　

消
費
税
増
税
の

　

影
響
と
対
応
等

（表3）

（表4）

（表5-①）（表5-②）

（表5-③） 　

ま
た
、来
店
客
数
へ
の
影
響
は「
特
に

な
い（
変
わ
ら
な
い
）」５
６
．３
％
、「
減
少
」

２
８
．３
％
、「
増
加
」１
５
．５
％
で
あ
っ
た
。

減
少
と
回
答
し
た
店
の
平
均
減
少
率
は

３
．７
％
、増
加
と
回
答
し
た
店
の
平
均
増

加
率
は
１
．４
％
で
あ
っ
た
。　
（
表
５-

②
）

　

増
税
へ
の
対
応
策
と
し
て
は「
新
商
品・

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」が
３
８
．７
％
と
最
も

多
く
、以
下「
人
件
費
以
外
の
経
費
削
減
」

３
２
．０
％
、「
価
格
の
値
下
げ
」２
４
．０
％
、

「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
構
成
比

増
」２
４
．０
％
の
順
と
な
って
い
る
。

（
表
５-

③
）

順位

１

２

3

3

5

6

7



静岡市清水区真砂町2-35 （JR清水駅前）　☎054-367-1201㈹

駅弁の
ご注文は・ご予約は

TEL.054-287-5171
FAX.054-287-5172

東海軒 検  索

弁当一筋百十余年 東海軒の味、静岡の味を
この先も提供してまいります。

静岡名産「元祖鯛飯」 茶めし弁当 富士の味覚

パソコン教室開催中
静岡商工会議所

パソコン教室の
お問合せは 専用Tel 054-260-5300

受講料  　　　　
50分 1,000円

パソコンの入門編から、ワード・エクセルなどのビジネス応用編、趣味
の講座（デジカメ、年賀状、ホームページ、インターネット、メールまで）
幅広い研修内容をご用意しています。
月～土曜日まで開講中。午前・午後・夜間など、自由な時間を選んで受講が
可能です。インストラクターが常駐し、わかりやすく研修の補助をします。

受講料は50分1,000円

（　　　　　　　　　　　　　　 ）別途：機器使用料　１時間200円 ※会員は無料
　　 教室維持費　月額1,200円

静岡商工会議所報「Sing」に貴社のPRチラシを同封します
貴社のPRチラシを「Sing」に同封し、静岡商工会議所の会員13,000事業所に配布します。
格安で効果的な広報手段として、ぜひご活用ください！

お問い合わせ・お申込みは、静岡商工会議所　企画広報室（TEL 054-253-5111）へ

★開封率が高く、静岡市の中小企業経営者にターゲットをしぼったPRができる。 ★単独DMに比べて、配送コストを削減できる。
※A4チラシ郵送の場合、@63円（特別料金適用）×1３,000社＝８１９,000円。当サービスでは10８,000円。

【利用料金】 （単位：円　消費税込み）

チラシ
サイズ

Ａ４まで 折りなし １０８，０００円
Ａ３まで ２つ折り １２９，６００円

仕上がりＡ４まで ８ページ以内 １５１，２００円
仕上がりＡ４まで ８ページ超 １５１,２００円に４ページ増す毎に２１，６００円加算



われらオレンジサポーター！

失
点
ゼ
ロ
に
む
け
て
身
体
を
張
る

　

２
０
１
２
年
に
ト

ッ
プ
に
昇
格
し
ま
し

た
が
、な
か
な
か
試

合
に
出
ら
れ
な
い
な

か
、２
０
１
３
年
７

月
、松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

に
期
限
付
き
移
籍

し
ま
し
た
。走
る
こ

と
を
武
器
に
し
て
い

る
チ
ー
ム
な
の
で
、ハ
ー
ド
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
多
く
、フ
ィ
ジ

カ
ル
が
強
く
な
り
、自
信
が
つ
き
ま
し
た
。チ
ー
ム
の
プ
ラ
ス

に
な
ら
な
け
れ
ば
、と
い
う
想
い
で
プ
レ
ー
し
、毎
試
合
フ
ル

タ
イ
ム
、３
バッ
ク
の
左
と
し
て
起
用
さ
れ
ま
し
た
。セ
ッ
ト
プ

レ
ー
で
は
、自
分
の
武
器
で
あ
る
ヘ
デ
ィ
ン
グ
な
ど
で
６
得
点

を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

清
水
は
昔
か
ら
サ
ッ
カ
ー
が
盛
ん
な
街
で
す
が
、松
本
は

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
で
初
め
て
サ
ッ
カ
ー
を
知
っ
た
市
民
が
多
く
、

Ｊ
１
に
昇
格
し
て
、市
民
の
サ
ッ
カ
ー
へ
の
想
い
が
熱
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。自
分
自
身
で
は
良
い
経
験
が
で
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、失
点
が
多
い
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
て
い

ま
す
。監
督
が
交
代
し
た
の
で
、初
心
に
戻
っ
て
、一つ
ひ
と
つ

確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。簡
単
な
失
点
、守
れ
る
失

点
は
無
く
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

特
に
僕
は
Ｄ
Ｆ
な
の
で
、ゼ
ロ
で
抑
え
る
こ
だ
わ
り
を
も
っ

と
プ
レ
ー
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
挑
み
ま
す
。最
後
の
最
後

で
身
体
を
張
る
こ
と
は
、失
点
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、そ
の

プ
レ
ー
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
を
勢
い
づ
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
す
。

　

チ
ー
ム
と
し
て
、自
分
た
ち
の
守
備
の
形
を
話
し
合
い
、も

っ
と
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。３
バ
ッ
ク
も
４
バ
ッ
ク

も
で
き
る
の
は
エ
ス
パ
ル
ス
の
強
み
な
の
で
、自
信
を
持
っ
て

や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
の
前
の
デ
ュ
ー
ク
選
手
、横
の
ヨ
ン
ア
ピ
ン
選
手
と

は
、英
語
で
声
を
出
し
合
っ
て
問
題
な
く
や
れ
て
い
ま
す
。セ

ッ
ト
プ
レ
ー
の
守
備
練
習
も
入
念
に
や
っ
て
い
ま
す
。

　

苦
し
い
チ
ー
ム
を
皆
様
が
支
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。ス
テ
ッ
プ
ワ
ー
ク
、ポ
ジ
シ
ョ
ン
、状
況
判
断

を
意
識
し
て
練
習
か
ら
取
り
組
み
、も
っ
と
成
長
し
て
、恩

返
し
の
気
持
ち
を
結
果
で
表
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
８
月
４
日
取
材
）

★
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
９
３
年
５
月
12
日
、金
沢
市
生
ま
れ
。小
学
校
２
年
生

の
時
、静
岡
市
に
引
っ
越
し
て
、サ
ッ
カ
ー
に
目
覚
め
る
。東

源
台
Ｆ
Ｃ
を
経
て
、エ
ス
パ
ル
ス
の
ジ
ュニ
ア
ユ
ー
ス
、ユ
ー
ス
の

Ｃ
Ｂ
と
し
て
活
躍
し
、２
０
１
２
年
、ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
昇

格
。２
０
１
３
年
７
月
か
ら
１
年
半
、松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
に
期

限
付
き
移
籍
。全
試
合
に
出
場
し
、Ｊ
１
昇
格
に
貢
献
。２

０
１
５
年
は
開
幕
戦
か
ら
ス
タ
メ
ン
に
起
用
。

オーレ！

DF
い
ぬ

か
い

と
も 

や

13

犬
飼
智
也 

選
手

　

ホ
テ
ル
ビ
ス
タ
清
水
は
、地
域
密
着
を

モ
ッ
ト
ー
に
、清
水
駅
か
ら
徒
歩
３
分
の

好
立
地
に
て
営
業
を
し
て
お
り
ま
す
。

客
室
数
１
５
２
室
、最
大
の
特
徴
は
お

客
様
に
お
寛
ぎ
い
た
だ
け
る
よ
う
、バ
ス・

ト
イ
レ・
洗
面
所
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
時
に
は
、サ
ッ
カ
ー
観
戦

の
お
客
様
に
ご
宿
泊
い
た
だ
い
て
お
り
、

当
ホ
テ
ル
も
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
応
援
し

て
お
り
ま
す
。

　

チ
ー
ム
、サ
ポ
ー
タ
ー
、清
水
の
人
達
と

最
幸
の
時
間
を
！ FO

R
ZA
 S
-P
ulse!

〈連絡先〉ホテルビスタ清水　 支配人 内村法正
静岡市清水区真砂町1-23　 TEL054-371-9111
http://www.hotel-vista.jp/shimizu/

ホ
テ
ル
ビ
ス
タ
清
水

エ
ス
パ
ル
ス
と
一
緒
に
清
水
の
街
を

活
性
さ
せ
る
ぞ
！

静
岡
商
工
会
議
所
は
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ヨンアピン選手、村田選手、ヤコヴィッチ選手とともに



菊川カントリークラブ
TEL0537-36-1171

オープンコンペ
☆清酒喜平杯　9月4日（金）  キャディ付・食事付 11,800円
※参加費なし・Ｗペリア方式　優勝・２位・３位・飛賞

昼食付感謝企画

キャディ付４バック１Ｒ料金を表示しています

9月 4日（金）
9月 8日（火）～11日（金）
9月21日（月祝）
10月 6日（火）～ 9日（金）
10月12日（月祝）
11月 3日（火祝）
11月10日（火）～13日（金）
11月23日（月祝）

昼食付 11,800円
昼食付 11,800円
昼食付 15,580円
昼食付 12,880円
昼食付 16,660円
昼食付 16,660円
昼食付 12,880円
昼食付 16,660円

感謝デー10，720円
9月1日（火）～3日（木）　 9月29日（火）・30日（水）
10月1日（木）・2日（金）　10月27日（火）～30日（金）

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

9月24日㈭ 14：00～
TEL054-355-5400
9月29日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113

清水産業・情報プラザ
　
商工会議所 静岡事務所

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

〒421-1213
静岡市葵区山崎2丁目35-33
TEL：054-277-2525/FAX：054-277-2526
MAIL：info.haratax@gmail.com

～マイナンバー制度が始まります！～

“かんたん” “やさしい”  “いちばん売れている”　弥生シリーズで会社経理をもっと楽しく

ソフト購入
ご購入済の方へ

WEB：http://www.tax.io/　又は

知っておきたい！

・マイナンバー制度とは？
・マイナンバーの管理義務とその実務対応は？
・どんな準備をすればいい？

◆講　師◆
◆日　時◆

◆会場＆日時◆

◆料　金◆

安野 拓郎（原耕司税理士事務所）
平成27年9月3日㈭
受付／13：15～
セミナー／13：30～15：30
　　静岡県コンベンションアーツセンター
　　『グランシップ』会議室1101
無　料

【お問い合わせ・お申込み】 当事務所まで、お電話（054-277-2525）ください。折り返し、お申込書をFAXにて送付させていただきます。

平成27年10月からのマイナンバーの通知、平成28年1月
からのマイナンバー利用開始まで、期限が近づいてまいり
ました。会社として、どういった対応が必要か等最初の基本
的な内容をわかりやすくご説明します。

原耕司税理士事務所 検　索
↑↑

ソフト購
入

御検討
中の方

へ

弥生15シリーズの初期設定や日常処理の操作方法、また便利な使い方を解説するセミナー（有料）や、お客様の経理状態に合わせた個別指導
も行っております。お申込み、お問い合せは当事務所HPを御覧ください。お電話でも受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

緊
急

（弥生シリーズの便利な点）
◎手書きの帳簿類に書き込む感覚
で入力可能。
◎シリーズ間でデータ連動可能。等
◆ご依頼いただければ、当事務所
が初期設定を代行（有料）。
決められた入力方法で入力すれば
簡単に経理処理を行えます。

弥生製品購入をご検討中の方へ、事前に製品に触れていただき、予めその使用感を知って頂くセミナーとなっております。
お一人様1台のパソコンを使用。無料で受講できますので、ご検討中の方はぜひご受講ください。
◆各種ソフトのご注文も承ります◆

弥生＂15＂シリーズ 無料体験教室 開催中

弥生会計
セミナー種別

弥生販売

弥生給与

日　程

両日とも13：30～15：00
時　間

15：15～16：45

15：15～16：45

料金その他
料金：無料
対象：製品ご購入前の方
会場：当事務所1Fセミナールーム
内容：お一人様1台のパソコンを使用。

実際に弥生ソフトの操作感を体験
していただきます。

10月6日㈫

10月6日㈫

9月4日㈮

9月4日㈮

「マイナンバー制度」事前対策セミナー



わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

〒424-0948 静岡市清水区梅田町10-19
TEL 054-352-6891　FAX 054-351-2446
http://www.cho-yo-yakkyoku.com

㈱朝陽薬局

病院は選ぶのに・・・薬局は選ばないの？？

〒424-0829 静岡市清水区巴町7-19
TEL 054-354-0355

じいばあ
〒424-0816 静岡市清水区真砂町6-25（清水駅前銀座商店街）
TEL＆FAX 054-366-4336

松尾商店

お薬はどこで調剤してもほぼ同じ支払です。朝陽薬局では「薬
を売るのではなく、
情報を売る。」その
スタンスでお客様と
接していますので、
是非店頭の薬剤師
にご相談下さい。走
って寄り添う（伴走
できる）医療人を目
指しております♬

〒420-0916 静岡市葵区瀬名中央4-7-54プラーサ瀬名7号室
TEL 054-264-4520　FAX 054-264-4520
http://www.thewhitebears.com/ 

THE WHITE BEARS

慢性疲労･肩こり･
便秘・たるみ・しみ、お
肌や体のトラブルの
根本改善できる究
極のメソッド！●脳ア
プローチフェイシャル
/3Ｄ腸リンパアプロ
ーチ各60分\6,800
●心筋美足アプロ
ーチ60分\6,200

なりたい自分になれるアロマホットストーン

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠3-4-4-1F
TEL 054-209-1530　FAX 054-209-1532
http://www.spec-a.com/ 

SPEC

巴川沿いに佇む大人の隠れ家『じいばあ』がＯＰＥN！
新清水駅から徒歩３分、観音開きの扉を空けるとずらりと並ん
だグラスがお出迎え。こじんまりした店内でワインにあうラクレッ
ト（焼きチーズ）や旬菜のジュレ、季節限定ハワイ仕込みの本
格的なトロピカルフローズンドリンクも楽しめる大人のＢａｒ。
（16：00～24：00 日・祝日の月曜休）

〒422-8017 静岡市駿河区大谷1421
TEL 090-3484-8571　FAX 054-238-8077
http://angle9kokok.web.fc2.com/

広告研究室アングル

「伝わる情報発信」で、
ビジネスを元気に！
商品やサービスには自信がある
のに反応が悪い…。原因は、
良さが伝わっていないからです。
情報発信は、相手に合った伝
え方・見せ方が必要です。御社
の強みがしっかり伝わる販促ツ
ールの作り方をご提案します。

ご相談無料

15ヶ入り 695円（税込）

当店自慢の自家製『お出しパック』
化学調味料は使わず、簡単においしいお出しが取れ今大人気
商品の『お出しパック』。毎朝お店で削り、香り良く、おいしい

『花かつお』もあります。みそ汁、煮物、め
んつゆ等、使い方はいろいろ！　※お買
上げの方には出し取りレシピ進呈！

四谷大塚提携 首都圏受験教室
〈小学部〉　考える力を育て引き出すために、必要な教育を
早い段階から行うことが大切です。小学校の基礎的学習か

ら中学受験の学習へと準備しましょう。



わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

からだ想いノンフライ弁当
心とからだに良いも
のを30品目以上
詰めこんだディナ
ーサービスの「から
だ想いノンフライ弁
当」は、仕事に会
議に頑張っていら
っしゃる皆さんの健
康を応援します！
お茶付き1,000円（税込）

〒422-8046 静岡市駿河区中島1169-1
TEL 054-283-9336　FAX 054-283-1720
http://www.dinnerservice.co.jp/

㈱ディナーサービスコーポレーション

〒420-0068 静岡市葵区田町2-89-1
TEL 054-252-7948　FAX 054-255-4290
http://www.chikusui.co.jp

㈱竹酔

オフィスや貸会議室に、ご指定のお時間にお届け致します。
「開けた瞬間、わー！」
っとなる季節替わり
のお弁当、接待向け
のワンランク上のお
弁当、もちろん定番
の幕の内弁当もご
用意。空きカラ回収・
日替対応OK！

おいしくて見た目もきれいな仕出し弁当

季節替わりのお弁当清少納言『秋』810円（税込）

清水区中心に、日替り・会議用弁当を配達しております。お昼の
時間が待ち遠しくなるようなお弁当を目指します。シンプルな献

立の中にも味付
けや、揚げ方、素
材のチョイスなど
のこだわりが詰ま
っています。金額、
メニューの相談も
お気軽にどうぞ。

〒424-0055 静岡市清水区吉川232-5
TEL 054-347-0683　FAX 054-368-5351
http://kougetsu.hanjomo-site.jp

お弁当 こう月（㈱KOU）

1,000円（税込）

オール手作り！！こだわりの唐揚げ＆海老フライ

旬の素材を活かした季節感たっぷりのお弁当です。栄養バラ
ンスや見た目も美
しい本格派メニュ
ーが勢ぞろい。ご
予算に応じた対応
も可能です。会議
に、会食に、お客
様へのおもてなし
にご利用下さい。

1,512円（税込）

彩り鮮やか自信作。二段重ね弁当！

〒422-8006 静岡市駿河区曲金5-1-1
TEL 054-621-3331　FAX 054-621-3350
http://shop-tenjinya.com/

㈱天神屋

鮭塩焼き、ジューシー肉団子、プリプリエビフライ、静岡名物あべ
川餅、鶏唐揚げ、帆
立ししとう串などな
ど、品数やボリュー
ムに大満足！これで
会議も商談も成立
間違いなしです。
＋100円で白米を赤
飯に変更できます。

商談成立弁当

駿河の国の一富士二鷹三なすび弁当

1,706円（税込）

〒424-0941 静岡市清水区富士見町5-6
TEL 054-352-1559　FAX 054-354-1139
http://www.nasubi-ltd.co.jp/nasubian/

ケータリングなすび庵

駿河の特産品（しらす、桜えび、たけのこ、山葵、枝豆、なす、お
茶）を使い、縁起の
良いとされる徳川家
康公ゆかりの「一富
士、二鷹、三なす
び」をお弁当の味と
姿で表現致しまし
た。ぜひご賞味くだ
さいませ。

〒421-0106 静岡市駿河区北丸子1-19-20
TEL 054-259-1341　FAX 054-259-0152
http://www.shizukyu.jp

静岡給食協同組合



当会議所会員事業所で、会議用の仕出し弁当を扱っている先をHP等で募集しました。
今回はその一部をご紹介致します。

小台湾では、台湾人シェフによる本場台湾料理を、今回そのま
ま「プチ贅沢弁当」
に詰めてお届けす
ることにしました。会
議用仕出し弁当と
してはちょっと高め
ですが、お値段以
上の満足をしていた
だけると思います。

本場台湾料理をプチ贅沢弁当で召し上がれ！

〒424-0816 静岡市清水区真砂町3-7（清水駅前銀座商店街）
TEL 054-366-5118　FAX 054-366-5119
http://www7.plala.or.jp/littletaiwan/

小台湾

プチ贅沢弁当 1,620円（税込）

850円（税込）

東海軒の代名詞、駅弁の幕の内、鯛めし、茶飯弁当、それぞれ
の魅力を盛り込ん
だのが、こちらの味
わい御膳「あやめ」
です。彩りはもちろ
ん、食べやすさも重
視。会議に、おもて
なしにお使いいた
だける自信作です。

〒422-8033 静岡市駿河区登呂6-5-35
TEL 054-287-5171　FAX 054-287-5172
http://www.tokaiken.jp

㈱東海軒

駅弁の東海軒、自信作「あやめ」御膳

皆様にご愛顧いただき34年。弊社テレビＣＭは、静岡のご当
地ＣＭとして全国区
で認知いただけるよ
うになりました。ご予
算に応じたお弁当
を提供いたします。
会議用弁当も、ぜひ
「どんどん」にご用命
ください。

静岡の会議用弁当と言えば･･･どんどん？

〒424-0037 静岡市清水区袖師町1307-1
TEL 054-367-0171　FAX 054-367-0186
http://www.dondon.co.jp

㈱どんどん

680円（税込）～

〒424-0816 静岡市清水区真砂町2-35
TEL 054-367-1201　FAX 054-367-1203

㈱やすい軒

本格中華料理を「もっとお手軽に食べていただきたい」という
想いを一つのお
弁当にしました。
9品全て手作り
です。みなさまに
ご満足して頂け
ると確信しており
ます。
※数量限定・要
予約1,080円（税込）

創業85年の味をお届けします

安全安心を基本に地産地消・国産品の材料仕入れを心がけ
健康に良い料理提
供に努めています。
創業以来33年間無
事故でお料理をご提
供しています。季節
のお弁当・オードブ
ル・仕出し料理の市
内配達を承ります。
（800円税込～）

安心安全でおいしいプロの味をご提供

〒422-8006 静岡市駿河区曲金3-1-10
TEL 054-286-3177　FAX 054-286-3197
http://www.surugarest.co.jp

レストラン駿河（静岡産業サービス㈱）

連日の会議にも対応した、｢右肩上がり弁当｣和風(写真左)・
洋風(中央)・中華(右)650円(税込)からご用意しております。
お客様をお招きした会議など様々なご要望に対応させて頂
きます。事前に内容等ご相談させて下さい。

地域をつなぐ 笑顔をつなぐお弁当

〒422-8004 静岡市駿河区国吉田1-1-7
TEL 054-263-8139　FAX 054-294-7731
http://www.minori8139.com

みのりキッチン（㈱こめやフードサービス）

650円（税込）～



わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

〒422-8017 静岡市駿河区大谷885
TEL 054-237-2022　FAX 054-237-1422
http://www.winvillage-tennisclub.com

㈱静岡ウインビレッジテニス倶楽部 (代表取締役：村松 美晴)

緑のシャワーふり
そそぐ静岡の軽井沢！
錦織選手の大活躍で、今！
人気のテニス！！キッズから
シニアまでのスクールもあり
ます。メンバーの皆様は８面
のコートで思いっきり汗を流
しています。風が心地良い
ウッドテラスで楽しい時間も
過ごしていただけます。

〒420-0816 静岡市葵区沓谷5-8-3
TEL 054-261-1127　FAX 054-264-4558
http://www.sanai-oa.co.jp

㈱サンアイオーエイ (代表取締役：芦屋 克子)

社是『感謝・希望・勇気』
現代社会は個人・法人を問わずセキュリティ対策が重要となっ
ています。弊社はリコーなどのＩＴ機器からセキュリティ機器まで
幅広く取り扱っています。皆様が安心して生活・仕事ができる
ようバックアップいたします。

〒422-8041 静岡市駿河区中田3-1-9 光ビル3Ｆ
TEL 054-287-8141　FAX 054-287-7375
http://www.mckoe.com/

オフィスＫＯＥ（㈲声） (代表取締役：岸 好子)

コミュニケーションの基本は“ことば”です。伝える為のツール、
声に言葉をのせて
思いを発信。「敬
語のレッスン」「スタ
ッフのためのもしも
し電話講座」「スピ
ーチレッスン」でス
キルアップのお手
伝いをします。

磨くモノは言葉と私～声は人なり言葉は心～

〒424-0871 静岡市清水区上原1-2-20
TEL 054-345-7522　FAX 054-347-2314
http://kappouyoshikawa.net

割烹 芳川 (女将：稲葉 千鶴)

完全個室の落ち着いた和の空間で、庭園を眺めながら自慢
の日本料理をお楽しみ下さい。特別なひと時をお手伝いさせ

て頂きます。
サプライズや
ご要望は何な
りとお申し付
け下さい。

近頃、心に残るひと時をお過ごしですか

4,752～円（税込）

〒424-0808 静岡市清水区大手3-7-3
TEL 054-364-4423　FAX 054-364-4423

けいらく治療院 (院長：森林 多恵)

治療から美容へ －エイジングラインケアー
当院では、経絡治療により特定の疾患や症状を治療すること
で自律神経を整え、免疫力を高めます。また美容鍼灸では、お
顔もつややかにリフトアップし身体が本来持っている美と健康
の力を最大限に引き出します。  

〒420-0812 静岡市葵区古庄3-28-26
TEL 054-261-1709　FAX 054-207-9800
http://www.jimusho-saitou.com

さいとうかずみ事務所（行政書士・終活カウンセラー：齋藤 和美）

もしあなたがこんなお悩みでお困りでしたら力になります！亡く
なった方が遠方の出身で戸籍が集まらない、亡くなった方の

銀行口座から
お金が下ろせ
なくなってしま
った等、まずは
お電話くださ
い！ご相談は
無料です。

相続・遺言専門相談センター 磨くモノは言葉と私～声は人なり言葉は心～ー

静岡の女性経営者たち



初回相談無料

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町8-12金清軒ビル1F
TEL 0545-56-2345　FAX 0545-56-2340
http://www.t-ta.com/

㈲テラ・テクニカルアシスト（静岡商工会議所情報化専門指導員：稲葉 倫子）

ＰＣ運用＆業務改善、ネット環境管理を外注！
「ネットが止まった！」「表計算の
関数教えて」「ソフトをかえた
い」「セールスと話をするのに
一緒にいて」「スマホの機種変
更に付き合って」…ＰＣ周りの
「面倒くさい」を全部まとめて引
き受ける外注パソコン係です！

〒420-0858 静岡市葵区伝馬町10-1ヴィラ伝馬町2F
TEL 054-251-0200　FAX 054-251-0200
http://www.suzutora.info/

㈱ベルエキップ・プラス （代表取締役：鈴木 陽子）

大人気の興津のすずとら菓子工房のチーズケーキの他、地
元の食材を使った体に優しい日替わりランチが楽しめる「すず

とらカフェ」。ゆった
りした空間で、地
元産フルーツや地
酒純米大吟醸酒
粕を使った自慢の
チーズケーキをぜ
ひお楽しみ下さい！

チーズケーキ専門店「すずとらカフェ」

〒420-0803 静岡市葵区千代田6-28-10
TEL 054-655-3111　FAX 054-655-3113
http://torimeshiya.net/

とりめしや（㈱こころの花） （代表取締役：佐藤 鈴子）

安心安全 手作りのお弁当を皆様へ
静岡の人に40年以上愛され続けているとりめしをメインにした
お弁当、和惣菜の製造販売をしています。商品はすべて素材
にこだわり、店内で手作りしています。保存料、合成着色料は
使用していないので安全安心です！

〒426-0037 藤枝市青木1-1-9
TEL＆FAX 054-644-0315
http://www.haneda-company.com/

㈲ハネダ・カンパニー (代表取締役：羽田 由美)

2004年に大型ショッピングモールにてネットショップミニ香水専門
店「アロマゴーゴー」をオープン。順調に新規顧客を獲得してき

ました。このノウ
ハウを活かし、ネ
ットショップ立ち
上げから運営支
援の新事業「Ｅ
Ｃラボ」を強化し
ています。

ネットショップ運営支援お任せ下さい！

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-13-15
TEL 054-285-3322　FAX 0538-38-9771

㈲ネットワール (代表取締役：宮城 展代)

「循環型社会の小さくとも核になりたい」という大きな志のもと
小さな会社を起業して15年。企業・工場に「混ぜればゴミ、分

ければ資源」
と啓蒙する活
動からスター
トし、一定の
成果を見て、
次の課題に
挑戦中です。

社会貢献にこだわって・・・

〒422-8043 静岡市駿河区中田本町13-33-202
TEL 054-281-9420　FAX 054-281-9428
http://beeit-web.com

マーケットデザインワーク ビイト （代表取締役：池上 直子）

皆さんの「こうしたい！」「これを作りたい！」をカタチにします。紙面
からWebまで、
デザインに係る
仕事を巾広く承
ります。得意の
似顔絵・キャラク
ター制作を活か
しLINEスタンプ
販売中。　

静岡のそんなに大きくないデザイン事務所

当会議所会員で、女性が経営者の事業所は７０９社です。今回はその一部をご紹介いたします。



し
ご
と
な
で
し
こ

静

岡

の

未

来

　

清
水
区
桜
橋
町
に
て
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
を

営
み
お
か
げ
さ
ま
で
今
年
40
周
年
を
迎
え
ま

す
。建
物
の
管
理
を
中
心
に
清
掃
・
設
備
管
理
・

工
事
・ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ（
桜
橋
そ
う
じ
ろ

う
）と
建
物
の
関
わ
る
も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も

承
っ
て
お
り
ま
す
。社
訓『
小
さ
な
和
か
ら
大
き

な
輪
』の
精
神
で
お
客
様
一
人
一
人
の
立
場
に
な

っ
て
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。昨
今
高
齢

化
や
空
家
対
策
等
が
社
会
問
題
と
騒
が
れ
て
お

り
ま
す
が
、弊
社
で
は
今
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し「
高
齢
で
自
宅
の
清
掃
や
片
付
け
が
で
き

な
い…
」、「
空
家
に
な
っ
た
実
家
の
片
付
け
整

理
に
困
っ
て
い
る…

」な
ど
誰
に
相
談
し
た
ら
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
事
も
、片
付
け
か
ら
清
掃
・リ
フ

ォ
ー
ム
ま
で
一
括
で
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。少

し
で
も
建
物
・
家
の〝
困
っ
た
〞を
解
決
し
明
る
い

静
岡
に
な
る
よ
う
微
力
な
が
ら
社
会
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
。

㈱エス・ビー・エム　取締役営業部長
静岡商工会議所青年部 平成27年度 理事 PR委員会副委員長

星座 ： さそり座  血液型 ： B型  趣味 ： サッカー、ゴルフ
TEL ： 054-364-7690

村松　淳さん

　

当
店
は
１
８
０
年
余
り
代
々
受
け
継
が
れ
て

き
た
秘
伝
の
タ
レ
を
使
っ
た
鰻
料
理
や
四
季

折
々
の
旬
な
食
材
を
ご
提
供
す
る
割
烹
料
理
屋

で
す
。料
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、お
座
敷
や
庭

園
、お
客
様
が
見
て
感
じ
る
空
間
全
て
が
お
も

て
な
し
で
す
。気
持
ち
よ
く
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
、お
掃
除
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。若

女
将
と
し
て
日
々
勉
強
の
毎
日
で
す
が
、お
客

様
の
笑
顔
は
私
の
励
み
と
な
り
、特
別
な
ひ
と

と
き
を
ご
一
緒
出
来
る
こ
と
が
何
よ
り
の
幸
せ

で
す
。

　

休
日
は
趣
味
の
釣
り
や
美
味
し
い
も
の
巡
り

を
し
て
い
ま
す
。最
近
は
お
客
様
か
ら
ゴ
ル
フ
の

お
話
を
聞
き
、打
ち
っ
ぱ
な
し
に
も
行
き
ま
し

た
。難
し
く
て
ま
だ
ま
だ
下
手
で
す
が
、ど
の
く

ら
い
飛
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
お
話
も
ま
た
、

楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

割烹芳川

星座 ： おとめ座　血液型 ： B型　趣味 ： 釣り、美味しいもの巡り
TEL ： 054-345-7522

稲葉　悠さん
はるか

建
物
の〝
困
っ
た
〞を

解
決
し
明
る
い
静
岡
を

つ
く
り
た
い
。

若
女
将
と
し
て

日
々
勉
強
の
毎
日
で
す
。



東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

※レポーターの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

石山　喬さん

日本軽金属ホールディングス株式会社
代表取締役会長

Takashi Ishiyama

エ
ン
ジ
ン
、ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
、エ
ア
コ
ン
の
コ
ン
デ
ン
サ

ー
、バ
ン
パ
ー
な
ど
幅
広
い
。ブ
レ
ー
キ
や
サ
ス
ペ
ン

シ
ョ
ン
の
部
品
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。「
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
は
き
ら
き
ら
す
る
ア
ル
ミ
粉
末
の
特

性
を
利
用
し
て
、ア
イ
シ
ャ
ド
ー
に
も
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
」。

　

ア
ル
ミ
の
軽
さ
や
優
れ
た
剛
性
を
生
か
し
、新

幹
線
の
ボ
デ
ィ
ー
の
製
造
を
新
潟
工
場
で
手
掛

け
る
。「
あ
そ
こ
は
土
地
が
広
い
も
の
で
す
か

ら
」。新
潟
工
場
長
を
し
て
い
る
時
に
製
造
を
始

め
た
だ
け
に
、新
幹
線
ボ
デ
ィ
ー
に
は
思
い
入
れ
が

　

日
軽
金
の
名
で
親
し
ま
れ
る
日
本
軽
金
属
グ

ル
ー
プ
は
、日
本
を
代
表
す
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
総
合

メ
ー
カ
ー
。入
社
以
来
、エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
ア
ル
ミ

の
用
途
開
発
に
携
わ
り
、今
年
６
月
、社
長
を
退

任
し
、代
表
権
の
あ
る
会
長
に
就
い
た
。「
ア
ル
ミ

と
い
う
と
、皆
さ
ん
は
ア
ル
ミ
箔
と
か
ア
ル
ミ
缶
ぐ

ら
い
し
か
イ
メ
ー
ジ
し
な
い
と
思
い
ま
す
が
、実
は

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
」。

　

そ
の
一
つ
が
自
動
車
だ
。ボ
デ
ィ
ー
を
は
じ
め
、

あ
る
よ
う
だ
。

　

近
年
の
医
薬
品
や
食
品
工
場
、半
導
体
製
造

工
場
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
用
の
断
熱
パ
ネ
ル

や
周
辺
機
器
を
提
供
し
、こ
の
分
野
で
ト
ッ
プ
シ

ェ
ア
を
誇
る
。コ
ン
ビ
ニ
内
の
冷
蔵
庫
も
扱
う
。

　
「
お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
材
料
や
製
品

を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、も
の
す
ご
い
技
術
の

蓄
積
が
い
る
ん
で
す
」。エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
自

負
が
の
ぞ
く
。

　

静
岡
市
の
将
来
像
に
関
し
て
は「
企
業
の
研

究
所
を
誘
致
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。東
京
か

ら
近
い
し
、自
然
は
あ
る
し
、子
育
て
に
も
い
い
」

と
指
摘
。「
弊
社
は
蒲
原
に
研
究
所（
グ
ル
ー
プ
技

術
セ
ン
タ
ー
）が
あ
り
ま
す
が
、眺
望
抜
群
の
日
本

平
な
ん
か
は
誘
致
場
所
と
し
て
適
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
」。

　
「
大
道
芸
」も
、「
も
っ
と
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。民
間
か
ら
お
金
を
集
め
て
優

勝
賞
金
の
ア
ッ
プ
な
ど
も
検
討
し
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
」。

　

東
京
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
場
合
の
留
意
点
を

尋
ね
る
と
、「
自
分
の
強
み
は
何
か
、売
り
物
と
し

て
何
が
あ
る
か
、そ
し
て
あ
っ
た
ら
そ
れ
に
磨
き

を
か
け
る
。ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
ア
イ
デ
ア
で
も
い

い
と
思
う
ん
で
す
」。高
校
時
代
は
柔
道
、大
学
で

ヨ
ッ
ト
、会
社
で
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
経
験
し
た

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
も
あ
る
。

（
文
：
長
田
義
明
、写
真
：
日
本
軽
金
属
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
）

幅
広
い
用
途

静岡市駿河区生まれ。県立静岡高校卒業。北海道大学工学部卒業。
1967年、日本軽金属株式会社入社、蒲原工場、苫小牧工場などに勤務
後、新潟工場長、技術・開発本部技術部長、取締役兼常務執行役員、取
締役兼専務執行役員、取締役兼副社長執行役員を経て、2007年、代表
取締役社長に就任、12年、日本軽金属ホールディングス株式会社代表
取締役社長、15年6月から同社代表取締役会長。71歳。
北海道大学連合同窓会会長を務める。
http://www.nikkeikinholdings.co.jp/

経 歴

メリット多い企業の
研究所誘致

自
分
の「
強
み
」を
磨
く



　
「
Ｇ
ｉｎｚａ
澄
海
」は
、Ｊ
Ｒ
清
水
駅・静
岡

鉄
道
新
清
水
駅
か
ら
徒
歩
５
分
、さ
つ
き
通

り
清
水
橋
北
側
付
近
の
飲
食
店
ビ
ル
２
階
に

あ
り
ま
す
。オ
ー
ナ
ー
の
坪
井
隆
幸
さ
ん
は

清
水
で
飲
食
店
６
店
舗
を
経
営
。

　

店
長
の
増
田
慎
一
さ
ん
は
、大
学
の
建
築
学

科
を
卒
業
後
、箱
根
の
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト

中
に
シ
ェフ
に
誘
わ
れ
て
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
目

覚
め
、２
０
１
１
年
10
月
、自
分
の
店
を
持
つ
夢

を
実
現
。店
内
は
、居
酒
屋
の
親
し
み
や
す
い

空
間
を
そ
の
ま
ま
活
用
し
、く
つ
ろ
げ
ま
す
。

　

本
日
の
料
理
は
４
０
０
０
円
の
フ
ル
コ
ー
ス
。

前
菜
は
澄
海
の
サ
ラ
ダ
。ス
ー
プ
は
カ
ボ
チ
ャ
の

ポ
タ
ー
ジ
ュ
。魚
料
理
は
旬
魚（
駿
河
湾
産・真

鯛
）の
ポ
ワ
レ・南
仏
風
。肉
料
理
は
Ｌ
Ｙ
Ｂ
豚

の
ソ
テ
ー・マ
ス
タ
ー
ド
ソ
ー
ス
。焼
き
た
て
パ
ン
。

デ
ザ
ー
ト
は
ベ
リ
ー
の
ム
ー
ス
ケ
ー
キ
。

　

食
材
は
地
産
地
消
。野
菜
は
富
士
宮
で

オ
ー
ガ
ニッ
ク
の
野
菜
作
り
に
取
り
組
み
、食
へ

の
思
い
が
一
致
す
る
坂
尻
ハ
ジ
メ
さ
ん
か
ら
週

１
〜
２
回
直
取
引
。河
岸
の
市
の
魚
屋
さ
ん
か

ら
は
新
鮮
な
魚
を
毎
日
仕
入
れ
。Ｌ
Ｙ
Ｂ
豚
は

富
士
宮
産
の
素
晴
ら
し
い
品
質
。パ
ン
は
当
店

で
低
温
で
焼
き
あ
げ
る
の
で
、ふ
わ
ふ
わ
。２
カ

月
に
１
度
、県
内
生
産
者
の
マ
ル
シェ
を
開
催
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
接
客
は
、料
理
の
説
明
と
気
配

り
が
素
晴
ら
し
く
、好
感
が
持
て
ま
す
。

　

当
店
で
は
、フ
ラ
ン
ス
の
料
理
文
化
を
広
く

紹
介
す
る
た
め
に
、１
５
８
円
で
教
え
る
自
慢

の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
教
室
を
は
じ
め
、家
庭
で
作
れ

る
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
コ
ツ
を
伝
授
し
て
主
婦
の

心
を
つ
か
み
、メ
ル
マ
ガ
を
発
信
し
て
常
連
客

を
増
や
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
集
客
ノ
ウ

ハ
ウ
は
、自
ら
セ
ミ
ナ
ー
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

地産地消

【メニュー】

【営業時間】

【施　設】

【所在地】

ランチ：1600円～2500円。ディナー：
ハーフコース2800円（魚か肉をチョイ
ス）、フルコース4000円、6000円、
8000円、10000円。4000円以上の
食事の場合、２時間飲み放題が1000
円。価格は税別。
ランチ：11時30分～14時（13時L.0.）。
ディナー：17時30分～22時30分（20時
L.0.）。火曜定休。水曜はディナーのみ。
カウンター３席。掘りごたつ18席。個室
８名。宴会25名まで。
静岡市清水区銀座1-24
TEL ０５４‐363-5535

http://ginzasky.net/

鉄りあ清科中覚を空前ポ鯛のデ

フルコース4000円。左から、肉料理：ＬＹＢ豚（ルイビトン）のソテー・マスタードソース。デザート：ベリーのムースケーキ。スープ：カボチャのポタージュ。前菜：澄海のサラダ。
魚料理：旬魚（駿河湾産・真鯛）のポワレ・南仏風。焼きたてパン。

増田慎一氏店長

静鉄新清水駅静鉄新清水駅静鉄新清水駅

巴川

JR清水駅JR清水駅JR清水駅

マリナートマリナートマリナート

セブンイレブンセブンイレブンセブンイレブン

妙泉寺

清水税務署清水税務署清水税務署

サンドラッグサンドラッグサンドラッグ
清水江尻小

大原医院

清
水
港

ル

イ

ビ

ト

ン



ご指定の場所に配達料無料にてお届け致します

季節替わりのお弁当（清少納言） 地産地消のお弁当（駿河御膳） ワンランク上の仕出し料理（B-1）

イ
ベ
ン
ト
・

　

ス
ポ
ー
ツ
に

会
議
・
研
修
・

　

セ
ミ
ナ
ー
に

法
事
・

　

慶
事
の
際
に

インターネットからもご注文頂けます。 http://www.chikusui.co.jp

静岡商工会議所報「Sing」で貴社のPRをしてみませんか
「Sing」は毎月1日発行。静岡商工会議所の会員事業所などに13,000部を配布しています。

お問い合わせ・お申込みは、静岡商工会議所　企画広報室（TEL 054-253-5111）へ
※年度内に複数回の申込をいただきますと、広告料金が割引になります。 ■年2回…3％引 ■年3回…5％引 ■年4～6回…10％引 ■年7回以上…20％引

【広告料金】 （単位：円　消費税込み）

掲載場所 中ページ
サイズ

料金

1ページ
カラー　 97,200
モノクロ 86,400

掲載場所 表2（表紙の裏）カラー 表3（裏表紙の裏）カラー
サイズ
料金

1/2ページ
64,800

1ページ
118,800

1/4ページ
48,600

表4（裏表紙）カラー
1ページ
135,000

1/2ページ
75,600

1ページ
108,000

1/2ページ
59,400

1/4ページ
43,200

1/2ページ
カラー　 54,000
モノクロ 48,600

1/4ページ
カラー　 37,800
モノクロ 30,240

1/8ページ
カラー　 21,600
モノクロ 14,400



無料定例相談会開催

経済産業省　関東経済産業局　委託事業

9・10・11・12月、水曜日に相談会を開催いたします。
　　　　 場所●三島商工会議所 4階【E】会議室
9・10・11・12月、水曜日に相談会を開催いたします。
　　　　 場所●浜松商工会議所 2階相談コーナー

「静岡県後継者人材バンク静岡県後継者人材バンク」ご案内ご案内「静岡県後継者人材バンク」ご案内

会　場
三島会場
浜松会場

9月

16日（水）
9日（水）

10月

21日（水）
14日（水）

11月

18日（水）
11日（水）

12月

16日（水）
9日（水）第2水曜日

日　程

第3水曜日
 ・静岡会場（静岡商工会議所）は随時。

静岡県後継者人材バンクは、静岡商工会議所に設置された事業承継の

公的相談窓口、静岡県事業引継ぎ支援センターが運営する事業です。

企業・事業の承継について
お悩みはありませんか？

静岡県事業引継ぎ支援センターは、

国が運営している公的窓口です。

日頃より「後継者がいない」などの事業承継問題で

悩んでいる経営者の皆様、

無料で相談をお受けしますので

お気軽にお越しください。

まずは、お電話を！

静岡県事業引継ぎ支援センター（静岡商工会議所）

静岡県事業引継ぎ支援センターにご相談ください。

※詳しくは、当センターHPもしくは、TELにてご確認下さい。

発
行
  静
岡
商
工
会
議
所
  静
岡
市
葵
区
黒
金
町
20-8 〒

420-0851  企
画
広
報
室
 ＴＥＬ

．054-253-5111
印
刷
  ナ
ガ
ハ
シ
印
刷
株
式
会
社

http://w
w
w
.shizuoka-cci.or.jp

info@
shizuoka-cci.or.jp


